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十
六
世
紀
に
活
動
し
た
曰
秀
上
人
は
、
真
言
密
教
と
観
音
信
仰
、
熊
野
信
仰
、
法
華
信
仰
を
あ
わ
せ
も
ち
、
補
陀
落
渡
海
と
那
伽
定
を
実
践
し
た
捨
身
行
者
で
あ
っ
た
。
ま
た
琉
球
、
薩
摩
・
大
隅
に
お
い
て
宗
教
活
動
を
行
い
、
寺
社
を
（１） 
建
立
・
修
復
し
、
仏
像
を
彫
刻
す
る
な
ど
、
遊
行
宗
教
者
・
勧
進
僧
・
仏
師
で
も
あ
っ
た
。
曰
秀
の
活
動
は
い
か
に
も
多
面
的
で
あ
る
が
、
曰
秀
三
十
三
回
忌
の
法
筵
に
列
し
て
南
浦
文
之
が
呈
し
た
「
水
雲
の
僧
に
し
て
密
宗
の
徒
な
り
」
（
『
南
浦
文
集
』
中
）
が
も
っ
と
も
簡
に
し
て
要
を
得
た
人
物
評
と
思
わ
れ
る
。
こ
う
し
た
曰
秀
の
事
蹟
は
、
琉
球
で
は
王府編纂の正史や地誌に取りあげられ、また薩隅では『三国名勝図会」（’八四一一一年）に詳しい伝記が
補
陀
落
渡
海
僧
曰
秀
上
人
と
琉
球
は
じ
め
に
ｌ
史
書
が
創
っ
た
曰
秀
伝
説
Ｉ
高
橋
康
夫
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（２） 
載り、ざ戸っに清の徐葆光「中山伝信録』（’七一一一年）や周煙「琉球国志略」（一七五九年）などの冊封
便
の
記
録
に
お
い
て
も
言
及
さ
れ
て
い
る
。
曰
秀
は
多
く
の
研
究
者
の
注
目
も
集
め
て
き
た
。
こ
の
よ
う
な
僧
と
し
て
は
め
ず
ら
し
く
関
連
資
料
に
恵
ま
れ
て
い
ること、また琉球への真一一一一口宗や熊野信仰の伝播・普及とかかわっていること、さらには琉球那覇にお
け
る
波
上
権
現
護
国
寺
の
再
興
や
薩
隅
に
お
け
る
坊
津
一
乗
院
と
正
八
幡
宮
（
鹿
児
島
神
宮
）
の
復
興
な
ど
有
名
な
寺
社
の
造
営
に
従
事
し
た
こ
と
な
ど
に
よ
る
の
で
あ
ろ
う
。
す
で
に
戦
前
の
東
恩
納
寛
惇
『
大
曰
本
地
名
辞
書
続
篇
（
第
（３） 
一一琉球）』（富山一房、一九○九年）から近年の根井浄「補陀洛渡海史』（宝蔵館、一一○○｜年）、知名定寛『琉
（４） 
球仏教史の研究』（熔樹書林、一一○○八年）に至るまで少なか｛つい研究・概説の蓄積がある。
し
か
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
視
点
か
ら
研
究
さ
れ
て
き
た
と
は
い
え
、
曰
秀
の
事
蹟
、
歴
史
的
意
義
が
十
分
に
明
確
に
な
っ
た
と
は
い
え
な
い
状
況
で
あ
る
。
同
時
代
史
料
が
き
わ
め
て
少
な
い
こ
と
、
ま
た
琉
球
の
正
史
と
地
誌
、
薩
隅
の
曰
（５） 
秀
伝
記
類
の
あ
い
だ
に
事
実
関
係
の
食
い
ち
が
い
が
多
々
あ
る
こ
と
も
大
き
な
問
題
し
」
な
っ
て
き
た
。
琉
球
に
お
け
る
曰秀の活動については、とくに『琉球国由来記』と『中山世譜」・『琉球国旧記」・「球陽』のあいだの
異
同
を
ど
の
よ
う
に
解
決
し
、
信
頼
性
を
確
認
す
る
か
が
不
可
欠
の
課
題
で
あ
る
。
本
稿
で
は
先
学
の
業
績
に
学
び
つ
つ
、
近
世
琉
球
の
正
史
・
地
誌
な
ど
の
基
本
史
料
を
、
内
容
の
ち
が
い
は
も
と
よ
り
著
者
の
立
場
や
見
方
に
も
留
意
し
な
が
ら
詳
細
に
考
察
す
る
。
そ
の
上
で
、
曰
秀
の
琉
球
漂
着
地
と
そ
の
時
期
、
琉
球
滞
在
期
間
な
ど
の
基
礎
的
な
事
実
関
係
を
検
討
し
つ
つ
、
琉
球
に
お
け
る
曰
秀
の
事
蹟
と
さ
れ
る
こ
と
が
ら
、
す
な
２ 
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琉
球
王
府
は
十
七
世
紀
半
ば
か
ら
十
一
八
世
紀
半
ば
に
か
け
て
、
い
く
つ
も
の
正
史
と
地
誌
を
編
纂
さ
せ
た
。
正
史
と
して向象賢『中山世鑑』（’六五○年）をはじめ、察鐸『中山世譜』二七○｜年、察鐸本又察温『中山世譜』（’
七二五年、察温本、以下では『世譜』と略称）、鄭棗哲らによる『球陽』（’七四五年）があり、また地誌と
して『琉球国由来記』（’七一一一一年、以下では『由来記』と略称）と『琉球国旧記』（一七三一年、以下では『旧
（７） 
記』と略称）がある。
こ
れ
ら
の
中
で
最
初
に
曰
秀
を
取
り
あ
げ
た
の
は
『
由
来
記
』
で
あ
る
。
そ
の
記
事
は
四
巻
十
七
項
目
に
わ
た
り
、
内
容
は
、
那
覇
・
首
里
・
浦
添
の
旧
跡
や
祭
祀
、
そ
し
て
寺
社
（
波
上
権
現
護
国
寺
・
金
武
観
音
寺
・
大
日
寺
）
の
縁
起
に
か
か
わ
る
も
の
と
に
大
別
さ
れ
る
（
表
１
１
）
。
わ
ち
金
峰
山
観
音
寺
の
創
建
、
波
上
権
現
護
国
寺
の
再
興
、
那
覇
・
首
里
・
浦
添
に
お
け
る
旧
跡
や
祭
祀
な
ど
を
捉
え
（６） 
直
し
、
近
世
社
会
と
曰
秀
信
仰
の
か
か
わ
り
な
ど
歴
史
的
意
義
の
一
端
を
あ
ら
た
め
て
提
示
す
る
一
」
と
に
し
た
い
。
１
正
史
・
地
誌
の
刊
行
と
曰
秀
近
世
琉
球
と
曰
秀
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表－１『琉球国由来記』の曰秀関係項目
４ 
■巻八「那覇由来記」
①「那覇地蔵ノ事」
②「（那覇）夷殿ノ事」
③「西照寺１日跡」（堂を建立し、
④「若狭町地蔵ノ事」
⑤「同所（若狭町）夷殿ノ事」
⑥「湧田地蔵ノ事」
阿弥陀如来像を刻した石を安置）
■巻十一「密門諸事縁起」
｢波上権現護国寺」の項
⑦「波上山三所権現縁起」
⑧「本尊」（波上宮再興、本尊造像）
⑨「軸銘」（本尊の軸銘）
⑩「大日如来堂」（阿の字を刻んだ石を建立）
⑪「開聞山正一位権現」
※曰秀の勧請とするが、名幸芳章『沖縄仏教史』（護国寺、1968年、
９３頁）によると、無関係
⑫「弁財天対面石」（腰掛石）
｢金峰山観音寺」の項
⑬「金峰山補陀落院観音寺縁起」（曰秀の簡単な伝記を含む）
⑭「観音寺」（金峰山観音寺の創建）
￣￣￣￣-つ￣￣￣●￣￣￣￣￣￣￣－－－－■－＝￣￣－■■ﾛ■■■－￣■￣￣￣－－￣･￣￣●●●ＣＣＣＣ●●￣｡￣￣￣￣￣￣￣Ｃロー￣￣￣￣￣￣￣■￣￣￣￣￣￣■I￣￣￣￣￣⑤￣⑤￣●●｡￣￣￣｡■●｡●￣￣I■￣￣I■￣■■I￣I■￣I■￣I■￣■I■￣￣I■I■￣￣■I￣￣
｢大日寺」の項
⑮「曰秀上人」（曰秀像を勧請し、安置）
■巻十二「各処祭祀」
｢真和志間切」の「|日跡」項
で￣￣￣￣￣￣￣■￣￣￣￣￣■￣￣￣￣｡●●●●￣￣●□●￣￣￣●●●￣■■｡￣￣￣￣￣●●￣￣￣￣￣￣d■￣●￣￣￣･ＣＣＣＣ－ｄ■■U■－●･￣￣￣￣￣￣ＣＣＣＣＣＣ●￣￣￣￣￣の￣￣■￣￣￣￣■●￣'■■Ｕ■￣●■￣￣￣I■I■￣￣￣I■￣■I￣￣￣￣I■￣￣￣I■￣￣￣
⑯「指帰橋北方小岡碑文」
■巻十四「各処祭祀三」
｢浦添間切」の「|日跡」の項
■￣●ｃ■■●●￣￣￣￣■ＩＣ□●●･･●￣￣⑤●●●￣●●￣■ＩＣ￣￣●●●●■■￣￣￣●￣■P●●●￣■■ＤＣ￣ＣＣＣ○つ■－－－.■－－●－■ＣＣｄ■■ＩＣ￣￣￣ｃｃ￣￣■□●￣●●￣ＣＣＣ￣￣￣￣￣￣の￣■ＰＣ●●●●･□￣￣￣￣￣■￣■'の一●●●ＣＣｃＣＣＣ●ＣＣＣ￣
⑰「経墓」（金剛経を書写・埋設し、経塚＝金剛嶺碑を建立）
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『由来記』に続いて、『世譜』・『旧記』・『球陽』も、曰秀の事蹟を取りあげる。これらは「由来記』
を
祖
述
す
る
一
方
で
、
後
に
明
ら
か
に
す
る
よ
う
に
伝
承
を
改
変
し
、
史
実
と
し
て
記
述
す
る
な
ど
、
史
料
と
し
て
利
用
す
る
上
で
注
意
が
必
要
な
こ
と
も
多
い
。
正史として初めて曰秀に言及した察温の『世譜」は、わずか一箇所とはいえ、尚真王の正徳十六年（｜
（８） 
五一一一）条の附に、正徳年間の｝」ととして「曰本僧曰秀上人、随流至國。自建社宮干金武村」と記載した。
こ
の
こ
と
は
大
い
に
注
目
さ
れ
て
よ
い
。
『
由
来
記
』
の
内
容
を
熟
知
し
て
い
た
に
ち
が
い
な
い
察
温
が
、
曰
秀
の
事
蹟
の
中
か
ら
た
だ
一
つ
、
金
武
に
お
け
る
「
社
宮
」
（
金
峰
山
三
所
大
権
現
）
の
造
営
を
取
り
あ
げ
た
こ
と
は
、
そ
れ
が
曰
秀
の
経
歴
に
お
い
て
重
要
な
位
置
を
占
め
る
と
考
え
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
察
温
本
が
琉
球
国
の
正
史
の
な
か
に
、
し
か
も
『
由
来
記
』
の
「
尚
清
王
代
」
と
は
異
な
り
、
尚
真
王
の
時
代
に
曰
秀
を
位
置
づ
け
た
こ
と
、
ま
た
近
世
琉
球
の
代
表
的
な
政
治
家
・
学
者
と
し
て
知
ら
れ
る
察
温
が
そ
の
よ
う
な
歴
史
的
評
価
を
下
し
た
こ
と
は
、
次
代
に
少
な
か
ら
ぬ
影
響
を
与
え
た
に
ち
が
い
な
い
。
『
由
来
記
』
を
補
訂
し
漢
文
に
改
め
た
と
さ
れ
る
『
旧
記
」
は
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
曰
秀
に
つ
い
て
も
ほ
ぼ
同
じ
内
容
の
記
事
を
載
せ
て
い
る
。
し
か
し
大
き
く
異
な
る
点
は
波
上
山
三
社
の
項
の
「
附
」
と
し
て
、
「
由
来
記
』
に
は
な
い
曰
秀
の
伝
記
を
掲
載
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
『
由
来
記
」
が
古
琉
球
期
の
有
名
な
曰
本
人
禅
僧
、
芥
隠
承
琉
ｌ
琉
球
第
一
の
禅
宗
寺
院
で
王
家
の
菩
提
寺
で
あ
る
円
覚
寺
な
ど
の
開
山
、
仏
智
円
融
国
師
ｌ
を
取
り
あ
げ
、
「
開
山
国
師
行
由
記
」
の
項
を
立
て
て
そ
の
伝
記
を
記
載
し
た
の
に
対
し
て
、
『
旧
記
』
の
著
者
鄭
美
哲
は
芥
隠
の
伝
記
を
５補陀落渡海僧日秀上人と琉球
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琉
球
を
離
れ
て
一
世
紀
ほ
ど
の
時
が
経
過
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
曰
秀
が
琉
球
の
王
府
や
知
識
人
の
関
心
を
集
め
、
地
誌
さ
ら
に
は
正
史
に
ま
で
記
録
さ
れ
る
に
い
た
っ
た
の
は
、
な
ぜ
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
疑
問
に
答
え
る
の
は
後
に
し
て
、
ま
ず
は
『
由
来
記
』
が
十
七
世
紀
前
半
に
始
ま
る
曰
秀
の
顕
彰
と
い
う
べ
き
動
向
を
掲
載
し
て
い
る
こ
と
に
着
目
したい（以下の典拠は表１１の丸数字で示す）。
イ一六一一一一一一年、曰秀作の波上権現の本地仏が焼失を免れる（⑧）
省
略
し
、
曰
秀
を
顕
彰
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
「
曰
秀
上
人
伝
」
が
『
旧
記
』
に
お
け
る
た
だ
一
つ
の
伝
記
で
あ
る
こ
６
と
を
あ
わ
せ
考
え
る
と
、
『
旧
記
」
の
著
者
が
曰
秀
を
格
別
に
評
価
し
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
、
注
目
す
べ
き
『
球
陽
」
は
、
『
由
来
記
」
や
『
旧
記
」
な
ど
が
掲
載
し
た
曰
秀
の
伝
承
・
説
話
の
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
を
編
年
休
の
正
史
の
な
か
に
組
み
込
ん
だ
。
そ
れ
は
、
国
王
の
事
蹟
か
ら
庶
民
の
暮
ら
し
や
伝
承
に
至
る
ま
で
採
録
す
る
編
纂
方
針
の
所
産
で
あ
る
と
と
も
に
、
先
行
の
正
史
や
地
誌
の
評
価
を
反
映
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
曰
秀
に
琉
球
史
上
き
わ
め
て
高
い
評
価
・
位
置
づ
け
を
与
え
た
『
球
陽
』
が
巷
間
に
流
布
し
、
こ
う
し
て
曰
秀
の
事
蹟
は
世
に
広
く
知
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
た
だ
、
『
球
陽
』
は
年
代
不
詳
の
事
蹟
の
多
く
を
尚
真
王
の
時
代
、
古
い
時
期
の
で
き
ご
と
と
し
て
記
載
（９） 
す
る
な
ど
、
無
理
な
史
料
操
作
が
目
立
つ
｝
」
と
に
注
一
息
を
払
う
必
要
が
あ
る
。
点といえよう。
２
曰
秀
の
顕
彰
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（、）
崇禎六年（’六一一一一一一）に波上権現の社殿が炎上したし」き、曰秀作の本地仏一一一尊像はたまたま前曰に
護
国
寺
に
移
さ
れ
て
い
て
焼
失
を
免
れ
た
。
こ
れ
は
「
曰
秀
霊
作
の
尊
像
」
で
あ
っ
た
か
ら
と
い
う
。
本
尊
の
移
動
に
つ
い
て
、
『
由
来
記
』
が
「
無
思
慮
」
と
す
る
の
に
対
し
、
『
球
陽
」
で
は
「
あ
ら
か
じ
め
そ
の
火
焼
を
知
り
」
と
伝
説
化
が
進
行
し
、
新
た
な
霊
験
證
が
創
り
だ
さ
れ
て
い
る
。
ロ
一
六
四
八
～
九
年
、
「
弁
財
天
対
面
石
」
（
腰
掛
石
）
の
石
囲
い
が
築
か
れ
る
（
⑫
）
（、）
『由来記』によるし」、弁ヶ岳の弁財天（琉球の象徴とされる）に会うことを望んだ曰秀が七曰にわた
って毎夜祈願したところ、つぎの夜に弁財天が垂通し、この石の上に立って曰秀と対面、「密契」し
た
と
い
う
。
石
囲
い
を
築
い
た
の
は
「
順
治
子
丑
之
年
間
」
（
’
六
四
八
～
九
）
で
、
曰
秀
と
琉
球
と
の
か
か
わ
り
を
象
（吃）
徴
す
る
遺
跡
を
保
護
、
顕
彰
す
る
た
め
に
設
け
ら
れ
た
テ
ロ
の
と
い
う
。
お
そ
ら
く
護
国
寺
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
あ
る
（旧）
い
は
琉
球
王
府
の
意
向
も
反
映
し
て
い
る
の
か
十
℃
知
れ
な
い
。
ハ
一
六
六
二
年
、
金
武
観
音
寺
が
再
興
さ
れ
る
（
⑭
）
曰
秀
が
開
い
た
と
さ
れ
る
観
音
寺
は
そ
の
後
衰
退
し
、
禅
宗
寺
院
に
変
え
ら
れ
た
た
め
、
霊
山
は
曰
に
衰
え
、
神
明
の
現
れ
る
こ
と
も
な
か
っ
た
と
い
う
。
そ
こ
で
尚
質
王
は
康
煕
元
年
（
一
六
六
二
）
大
臣
具
志
川
王
子
朝
盈
に
命
じ
て
も
と
の
真
言
宗
寺
院
に
戻
し
た
。
そ
の
後
も
王
の
庇
護
が
続
い
た
よ
う
で
、
’
七
○
○
年
、
時
の
住
持
慧
朗
が
腐
朽
し
て
い
た
草
葺
の
社
堂
の
新
造
瓦
葺
を
尚
貞
王
に
願
い
出
て
許
可
さ
れ
、
翌
年
に
は
本
堂
な
ど
が
新
造
さ
れ
た
と
い
う
。
二
一
六
七
四
年
、
曰
秀
作
の
阿
弥
陀
如
来
像
が
海
蔵
院
へ
移
さ
れ
る
（
③
）
７補陀落渡海僧日秀上人と琉球
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（Ｍ） 
曰秀は内辻村に小堂を建て、阿弥陀如来像を石に刻んで安置したし」いう。康煕十一一一年、海蔵院開山
（喝）
当住の有盛座主が海蔵院に移し、また｝」の経緯を記した碑を建てて曰秀の事蹟を広く伝えた。この年
が
曰
秀
入
定
後
百
年
の
遠
忌
に
あ
た
る
こ
と
と
関
連
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
有
盛
の
撰
に
な
る
碑
文
に
よ
る
と
、
西
照寺は歳月を経て廃絶し、周囲に民家が連なり、また道路の傍らにあって塵積の恐れもあるので、「三
公（三司官）の命を受け」て阿弥陀如来像を移し、これを崇敬して「十方の檀門を扣（たず）ね道場
を
建
立
」
し
た
と
い
う
。
と
こ
ろ
で
、
『
由
来
記
』
巻
八
の
典
拠
資
料
で
あ
る
『
那
覇
由
来
記
』
に
は
碑
文
の
全
体
を
載
せ
て
お
り
、
そ
の
末
尾
に
は
「
願
主
」
の
名
前
、
す
な
わ
ち
「
前
中
村
柄
親
雲
上
」
・
「
香
手
納
親
雲
上
」
・
「
友
寄
子
親
雲
上
」
が
記
さ
れ
て
（肥）
いる。願主の一二名はおそらく那覇にかかわりのある人々であって、阿弥陀如来を刻んだ石を海蔵院に
移し、碑を建てる事業を実行したのであろう。願主は地域の人々の要望を代表していたのであろうか
ら、曰秀信仰が那覇にあったことも示唆していると考えられる。
ホ
一
六
八
○
年
、
若
狭
町
夷
堂
の
夷
神
画
像
が
修
復
さ
れ
る
（
⑤
）
那覇の若狭町には曰秀が建立したという夷堂があり、夷神の絵を安置していた。この画像は長年の
問に破損していたが、「村人がまた信心を発し」（『旧記』）、夷神像を模写して夷堂に懸けた。
へ
一
六
九
二
年
、
佐
敷
王
子
尚
益
が
曰
秀
上
人
の
像
を
大
曰
寺
に
奉
安
す
る
（
⑮
）
尚益（’七一○年即位）は「朝霞」のために薩摩へ渡った時に曰秀上人像を勧請し、帰国の後、首里
８ 
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（Ⅳ） 
の
大
曰
寺
に
安
置
し
た
。
尚
益
の
意
図
は
わ
か
ら
な
い
が
、
王
家
（
第
一
一
尚
氏
王
朝
）
と
曰
秀
し
」
の
か
か
わ
り
を
示
唆
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
大
曰
寺
は
、
護
国
寺
住
職
を
務
め
た
頼
慶
が
尚
質
王
（
在
位
一
六
四
八
～
六
八
）
か
ら
寺
地
を
得
て
十
七
世
紀
の
中
ご
ろ
に
創
建
し
た
真
言
宗
寺
院
で
あ
る
。
頼
慶
を
尚
質
王
の
身
近
に
置
く
こ
と
が
創
建
の
目
的
で
あ
っ
た
と
は
い
え
、
大
曰
寺
は
禅
宗
寺
院
し
か
建
て
ら
れ
な
か
っ
た
王
都
首
里
に
お
い
て
初
め
て
の
、
そ
し
て
た
だ
一
つ
の
真
言
宗
寺
院
な
の
で
あ
り
、
創
建
の
意
味
は
け
っ
し
て
小
さ
く
は
な
い
。
そ
の
よ
う
な
寺
に
曰
秀
上
人
像
が
勧
請
・
安
置
さ
れ
た
意
味
も
ま
た
小
さ
く
は
あ
る
ま
い
。
卜
一
六
九
七
年
、
「
阿
」
字
石
を
保
護
す
る
た
め
大
曰
如
来
堂
が
創
建
さ
れ
る
（
⑩
）
曰
秀
は
石
に
「
阿
」
の
字
を
刻
ん
で
波
上
の
海
辺
に
立
て
、
即
身
成
仏
の
意
を
知
ら
し
め
た
と
い
う
。
こ
の
阿
字
の
石
が
風
雨
に
よ
り
破
損
す
る
の
を
恐
れ
、
ま
た
曰
秀
の
教
え
を
伝
え
る
た
め
に
、
護
国
寺
の
住
持
頼
賢
が
「
人
民
に
縁
募
」
（
『
球
陽
』
尚
貞
王
二
十
九
年
条
）
し
て
建
立
し
た
石
堂
が
大
曰
如
来
堂
で
あ
っ
た
。
要
す
る
に
、
ロ
・
ハ
．
一
一
・
へ
は
曰
秀
と
琉
球
王
国
・
王
府
・
王
権
と
の
関
係
を
示
す
も
の
で
あ
り
、
イ
・
ロ
・
卜
は護国寺が曰秀信仰を広げようとしていたこと、ホ・一一・卜は曰秀信仰が那覇の民衆のあいだにあっ
た
こ
と
、
あ
る
い
は
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
十
七
世
紀
に
お
い
て
王
家
か
ら
民
衆
に
至
る
ま
で
曰
秀
へ
の
信
仰
は
忘
れ
去
ら
れ
る
こ
と
な
く
受
け
継
が
れ
、
む
し
ろ
関
心
が
増
し
て
い
る
よ
う
に
み
え
る
。
島
津
侵
略
（旧）
以
降
の
近
世
琉
球
に
お
い
て
も
、
曰
秀
信
仰
が
息
づ
い
て
い
た
と
い
え
よ
う
。
９補陀落渡海僧曰秀上人と琉球
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者による）。
⑬
刃
Ａ
一
葡
塞
『由来記』巻十一「金峰山観音寺」の項は次の二項目を挙げる。いずれも康煕五十二年（’七一三）、
観
音
寺
現
住
頼
仁
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
金
武
の
観
音
寺
に
伝
承
さ
れ
た
縁
起
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
（
傍
線
は
引
用
こ
の
よ
う
な
社
会
的
状
況
が
あ
っ
た
か
ら
、
王
府
に
よ
る
琉
球
の
正
史
・
地
誌
編
纂
事
業
の
な
か
で
曰
秀
の
事
蹟
が
広
く
取
り
あ
げ
ら
れ
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
れ
よ
り
も
正
史
・
地
誌
に
お
け
る
曰
秀
の
叙
述
そ
の
も
の
が
曰
秀
を
顕
彰
す
る
大
き
な
動
き
の
一
環
で
あ
っ
た
と
み
て
お
い
た
ほ
う
が
よ
い
。
『
由
来
記
』
か
ら
『
世
譜」、『旧記」、『球陽」に至る曰秀関連事蹟の記述には、特定の意図や立場からの歴史叙述が想定され
る
の
で
あ
り
、
十
分
に
内
容
を
吟
味
す
る
必
要
が
あ
る
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
以
下
で
は
そ
う
し
た
見
地
か
ら
曰
秀
の
宗
教
活
動
の
中
心
を
な
す
金
武
と
那
覇
に
お
け
る
造
仏
と
社
殿
の
創
建
・
再
興を検討する。
二
金
峰
山
三
所
大
権
現
の
創
建
１
日
秀
の
漂
着
地
と
そ
の
時
期
按二開基一、封尚清聖主御宇、嘉靖年中、曰域比丘曰秀上人、修二行三密一、終而欲し趣一一補陀落
「金峰山補陀落院観音寺縁起」
南
膳
部
州
中
山
国
、
金
武
郡
金
武
村
、
金
峰
山
三
所
大
権
現
者
、
弥
陀
・
薬
師
・
正
観
音
也
。
曰
秀
上
人
自
作
。
1０ 
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Ｂ金峰山観音寺者、社堂一時建立歎。御本尊者、弥陀・薬師・正観音也。……開山曰秀上人也。（下略）
金
武
に
お
け
る
伝
承
の
主
な
内
容
は
、
補
陀
落
山
を
目
指
し
た
本
土
の
僧
侶
曰
秀
が
「
封
尚
清
王
」
の
嘉
靖
年
間
、
金
武
郡
の
富
花
津
に
漂
着
し
た
こ
と
、
曰
秀
が
阿
弥
陀
・
薬
師
・
正
観
音
像
を
彫
刻
し
、
金
武
村
に
社
殿
を
建
て
て
安
置
し
た
こ
と
（
金
峰
山
三
所
大
権
現
の
創
建
）
、
観
音
寺
を
同
時
に
創
建
し
た
ら
し
い
こ
と
な
ど
で
あ
る
。
ま
た
「
誠
に
補
陀
落
山
た
る
こ
と
を
知
れ
り
。
ま
た
い
ず
こ
に
行
き
て
之
を
求
め
ん
や
」
と
い
っ
た
曰
秀
の
こ
と
ば
を
引
用
し
て
い
る
こ
と
も
、
真
偽
は
別
と
し
て
興
味
深
く
、
あ
る
い
は
観
音
寺
に
は
近
世
ま
で
そ
う
し
た
所
伝
が
遣
さ
れ
て
い
た
の
か
こ
の
縁
起
Ａ
で
注
目
さ
れ
る
の
は
内
容
が
き
わ
め
て
亘
〈
体
的
な
こ
と
で
あ
る
。
漂
着
年
に
つ
い
て
も
、
た
ん
に
「
嘉
靖
年
中
」
と
す
る
の
で
は
な
く
、
「
封
尚
清
聖
主
御
宇
」
と
い
う
特
徴
的
な
表
現
で
漂
着
年
代
を
記
し
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
「
封
」
尚
清
王
の
「
封
」
と
は
、
即
位
は
し
た
も
の
の
、
い
ま
だ
中
国
皇
帝
か
ら
冊
封
を
受
け
て
いないことを意味している。尚清王は尚真の没後の嘉靖六年（一五二七）に即位し、嘉靖十一一一年（｜
（旧）
五一二四）七月一一曰に冊封を受けた。したがって、曰秀の富花津漂着は、嘉靖六年から嘉靖十一一一年に
至
る
七
年
半
ほ
ど
の
期
間
に
限
定
さ
れ
る
。
こ
の
結
論
は
、
別
に
薩
摩
の
曰
秀
伝
記
か
ら
憶
測
し
た
漂
着
年
、
享
禄
ることも、吉
も
し
れ
な
い
。
⑭「観音寺」
山一、随二五点般若一、無二前期一到二彼郡中富花津一。上人自安レ心、歎曰、誠知し為二補陀落山一。
又行二何所一、求レ之耶。留レ錫安住。（中略）。上人差刻二彼三尊一、建レ宮、奉レ崇二権現正体一也。
１１補陀落渡海僧曰秀上人と琉球
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こ
れ
ら
の
典
拠
を
考
え
て
み
る
と
、
Ｄ
が
『
由
来
記
』
を
、
Ｅ
が
Ｃ
を
、
Ｆ
が
Ｄ
を
祖
述
し
て
い
る
こ
と
は
、
字
句
の
比
較
か
ら
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
『
球
陽
」
で
は
、
察
温
本
に
拠
っ
た
Ｅ
を
中
国
・
情
を
意
識
し
た
正
巻
に
、
ま
た
自
身
の
著
作
「
旧
記
』
に
拠
る
Ｆ
を
琉
球
薩
摩
関
係
が
中
心
の
『
球
陽
』
附
巻
に
配
置
し
た
が
、
そ
れ
は
鄭
乗
哲
が
察
温
本
を
正
史
と
し
て
重
く
見
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
い
ず
れ
も
「
由
来
記
」
の
「
金
峰
山
観
音
寺
」
を
根
本
史
料
と
し
て
い
（、）
一元年（’五一一八）すなわち嘉靖七年とも矛盾することなく整合している。
つぎに、『世譜』以下の関連部分を引用し、それらの内容と典拠を検討しよう。Ｃは察温、Ｄ・Ｅ．
Ｆ
は
い
ず
れ
も
鄭
乗
哲
が
著
し
た
も
の
で
あ
る
。
Ｃ
正
徳
年
間
、
…
…
又
曰
本
僧
曰
秀
上
人
、
随
流
至
國
、
自
建
社
宮
干
金
武
村
。
鑿
猿
魏
襲
。
（
『
世
譜
』
尚
真
王
の
正徳十六年（’五二一）条の附）
，
嘉
靖
年
間
、
尚
清
王
世
代
、
有
曰
本
僧
曰
秀
上
人
者
。
随
流
漂
至
富
花
津
。
遂
創
建
寺
社
干
金
武
邑
。
自
刻
弥
陀・薬師・正観音三像、而奉安焉。（『旧記』「金峰山一一一社並観音寺」）
Ｅ
曰
本
僧
曰
秀
上
人
、
臆
流
至
國
。
自
建
社
宮
干
金
武
邑
。
今
有
観
音
寺
。
何
年
建
之
、
今
不
可
考
焉
。
（
『
球
陽
』
巻一一一、尚真王四十三年、正徳十四年（一五一九）条の附（鄭乗哲の担当））
Ｆ
嘉
靖
年
間
、
有
曰
本
僧
曰
秀
上
人
者
、
流
至
金
武
富
花
津
、
創
建
寺
社
干
其
地
、
而
栖
居
焉
。
自
刻
彌
陀
藥
師
観音一一一像奉安之干此中、名之曰金峯山観音寺。（『球陽』附巻一、尚質壬十五年（一六六二）、鄭棗哲
の担当）
1２ 
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るので、ほとんど同じ内容にならざるを得ないのであるが、なぜか年代についてはかなりの食いちが
い
が
生
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
点
を
検
討
し
て
お
こ
う
。
察
温
の
Ｃ
は
簡
潔
で
あ
る
。
先
行
す
る
「
由
来
記
」
に
あ
る
漂
着
の
時
期
や
場
所
、
本
地
仏
の
造
像
な
ど
に
つ
い
て
（、）
’’’一口及しないのは、伝承を史料として評価しない察温の立場が表れているようである。｝」のような編纂
方
針
に
よ
っ
た
察
温
が
、
『
由
来
記
』
の
掲
載
す
る
曰
秀
の
事
蹟
の
う
ち
か
ら
た
だ
一
つ
金
峰
山
三
所
大
権
現
の
創
建
を取りあげたことは、小さくはない意味をもっているといえよう。ただ、「封尚清聖主御宇、嘉靖年中」
を
無
視
し
た
こ
と
は
そ
の
立
脚
点
か
ら
す
る
と
当
然
の
こ
と
な
の
で
あ
ろ
う
が
、
「
何
れ
の
代
、
何
れ
の
年
に
之
を
建
つ
る
や
、
今
考
ふ
く
か
ら
ず
」
と
注
記
す
る
一
方
で
、
と
く
に
新
た
な
根
拠
を
示
す
こ
と
も
な
く
、
尚
真
王
の
時
代
、
し
か
も
嘉
靖
よ
り
も
古
い
「
正
徳
年
間
」
に
配
置
し
た
。
察
温
の
説
は
、
自
身
の
史
的
な
判
断
に
加
え
て
、
金
武
漂
着
を
二
百
年
前
の
こ
と
と
伝
え
た
徐
葆
光
『
中
山
伝
信
録
』
に
影
響
さ
れ
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
な
く
は
な
い
。
一
七
一
九
年
に
尚
敬
王
の
冊
封
副
使
と
し
て
琉
球
に
渡
来
し
た
徐
葆
光
は
、
帰
国
後
、
康
煕
帝
へ
の
復
命
報
告
書
と
い
う
べ
き
『中山伝信録』（’七一一一）を刊行し、その巻四、「琉球地図」の項において金武を解説して、「二百年前、
有
曰
秀
上
人
淀
海
到
此
」
と
述
べ
る
。
察
温
が
金
武
の
一
一
一
社
権
現
の
創
建
を
尚
真
壬
の
正
徳
年
間
に
置
い
た
の
は
、
二
百年前のこととする琉球の定説、さらに波上権現の再興を嘉靖元年（’五一一二）とする説（後述）を疑
わ
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
編
年
体
史
書
と
し
て
あ
る
意
味
で
当
然
の
操
作
な
い
し
配
慮
と
も
い
え
よ
う
が
、
し
か
し
こ
れ
に
は
疑
問
を
呈
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
１３補陀落渡海僧曰秀上人と琉球
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こ
の
よ
う
に
琉
球
の
地
誌
や
正
史
に
は
年
代
不
詳
の
曰
秀
上
人
の
事
績
を
根
拠
を
示
さ
な
い
ま
ま
古
く
遡
ら
せ
て
記
載
す
る
傾
向
が
あ
る
と
い
っ
て
よ
く
、
と
く
に
『
球
陽
」
は
先
に
指
摘
し
た
よ
う
に
そ
の
傾
向
が
顕
著
で
あ
り
、
正
徳
（配）
年
間
に
当
て
は
め
て
い
る
こ
と
が
少
な
く
な
い
。
『
球
陽
』
Ｅ
は
｝
」
の
問
題
点
を
よ
り
大
き
く
し
て
引
き
継
い
だ
の
で
あ
り
、
察
温
本
を
そ
の
ま
ま
引
用
す
る
に
か
か
わ
ら
ず
、
正
徳
年
間
で
は
な
く
、
正
徳
十
四
年
二
五
一
九
）
条
の
附
に掲げており、年代観にさらなる歪みをもたらした。
さ
ら
に
年
代
の
異
同
に
つ
い
て
Ａ
と
，
。
Ｆ
を
比
較
す
る
と
、
Ａ
に
「
封
尚
清
聖
主
御
宇
、
嘉
靖
年
中
」
と
あ
る
文
言
が
、
Ｄ
で
は
重
要
な
意
味
を
も
つ
「
封
」
が
脱
落
し
て
「
嘉
靖
年
間
、
尚
清
王
世
代
」
と
な
り
、
Ｆ
で
は
さ
ら
に
「
尚
清
王
世
代
」
も
略
さ
れ
て
た
ん
に
「
嘉
靖
年
間
」
と
な
っ
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
ら
の
異
同
（
脱
落
・
省
略
）
も
、
新
史
料
に
基
づ
く
修
正
が
な
さ
れ
た
た
め
と
い
う
よ
り
も
、
故
意
に
よ
る
も
の
か
、
た
ん
な
る
不
注
意
に
よ
る
も
の
な
の
で
あ
ろ
う
が
、
結
果
と
し
て
し
だ
い
に
年
代
の
幅
が
広
が
っ
て
あ
い
ま
い
に
な
っ
て
い
る
。
よ
り
古
く
遡
及
し
う
る
余
地
が
生
じ
て
い
る
と
い
っ
て
も
よ
い
。
以
上
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
観
音
寺
住
職
の
頼
仁
は
も
と
よ
り
察
温
、
鄭
美
哲
な
ど
も
、
曰
秀
が
金
武
の
冨
花
津
に
漂
着
し
た
と
信
じ
て
い
た
。
徐
葆
光
『
中
山
伝
信
録
」
が
「
二
百
年
前
、
有
曰
秀
上
人
迂
海
到
此
」
に
続
け
て
「
時
年
大
豊
、
民
謡
云
、
神
人
來
号
、
富
藏
水
清
、
神
人
遊
号
、
白
沙
化
米
」
と
金
武
の
俗
謡
を
引
用
し
、
今
曰
も
金
武
に
多
く
の
曰
秀
説
話
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
金
武
漂
着
は
琉
球
の
人
々
に
は
疑
問
の
余
地
の
な
い
で
き
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
の
時
期
に
つ
い
て
は
諸
説
あ
る
と
は
い
う
も
の
の
、
実
質
的
に
は
「
金
峰
山
補
陀
落
院
観
音
寺
縁
起
」
が
唯
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『
由
来
記
』
巻
十
一
、
「
密
門
諸
事
縁
起
」
の
「
波
上
権
現
護
国
寺
」
は
、
六
つ
の
項
で
曰
秀
に
言
及
す
る
（
表
１
１
）
が
、
そ
の
う
ち
曰
秀
が
か
か
わ
る
と
さ
れ
、
か
つ
そ
の
年
代
が
示
さ
れ
る
の
は
、
⑧
「
本
尊
」
、
⑨
「
軸
銘
」
、
⑩
「
大
曰如来堂」の一一一項である。まず年代を嘉靖の初頭に遡らせる二つを示そう。
⑧
千
時
嘉
靖
元
年
辛
已
（
壬
午
の
誤
り
ｌ
引
用
者
注
）
、
曰
域
比
丘
、
曰
秀
上
人
、
当
社
再
興
、
自
刻
弥
陀
・
薬
師
・
観
音
三
尊
正
体
、
崇
奉
神
宮
。
霊
光
煙
然
。
｜の根拠史料というべきであり、それが伝える「封尚清王」の嘉靖年間、すなわち嘉靖六年（一五二七）
か
ら
嘉
靖
十
三
年
（
’
五
三
四
）
に
至
る
七
年
半
ほ
ど
の
期
間
と
す
る
説
が
も
っ
と
も
説
得
力
に
富
む
と
考
え
ら
れ
る
。
嘉
靖
七
年
（
’
五
二
八
）
と
の
憶
説
が
正
鵠
を
射
て
い
る
可
能
性
も
高
い
。
と
も
か
く
も
、
琉
球
に
お
け
る
曰
秀
の
活
動
は
金
武
の
地
か
ら
始
ま
り
、
そ
の
冒
頭
を
飾
っ
た
の
は
阿
弥
陀
・
薬
師
・
正
観
音
の
造
像
と
宮
の
建
立
、
す
な
わ
ち
金
峰
山
三
所
大
権
現
の
創
建
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
直
し
て
み
た
い
。
前
章
の
成
果
に
よ
っ
て
、
曰
秀
の
活
動
を
嘉
靖
初
年
に
遡
ら
せ
る
正
史
・
地
誌
の
記
述
、
ま
た
そ
れ
ら
に
よ
る
所
説
は
訂
正
す
る
必
要
が
あ
る
。
以
下
で
は
、
こ
の
点
を
踏
ま
え
、
波
上
権
現
の
再
興
と
曰
秀
の
か
か
わ
り
に
つ
い
て
考
え
三
波
上
権
現
の
再
興
と
曰
秀
５補陀落渡海僧曰秀上人と琉球
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前
章
で
明
ら
か
に
し
た
と
お
り
、
曰
秀
の
活
動
が
尚
真
王
代
に
遡
る
こ
と
は
考
え
が
た
い
。
と
く
に
波
上
権
現
の
本
地
仏
と
社
殿
の
造
立
年
時
に
つ
い
て
は
、
早
く
伊
東
忠
太
・
鎌
倉
芳
太
郎
「
琉
球
に
お
け
る
曰
秀
上
人
造
像
考
」
が
論
じ
た
よ
う
に
、
⑨
「
軸
銘
」
、
そ
し
て
伊
東
・
鎌
倉
の
調
査
に
よ
る
本
尊
底
部
の
銘
（
後
掲
）
か
ら
も
、
本
地
仏
が
嘉
靖
二
十
三
年
（
’
五
四
四
）
十
二
月
完
成
で
あ
る
こ
と
は
確
か
な
事
実
と
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
嘉
靖
元
年
説
の
成
り
た
つ
余
地
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
考
え
る
べ
き
問
題
は
、
社
殿
の
造
営
や
造
仏
な
ど
を
め
ぐ
る
具
体
的
な
状
況
を
探
る
と
と
も
に
、
な
ぜ
嘉
靖
元
年
説
が
創
ら
れ
た
の
か
、
そ
し
て
な
ぜ
『
由
来
記
』
な
ど
の
地
誌
・
正
史
に
広
く
記
載
さ
れ
た
の
か
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
ま
ず
⑨
「
軸
銘
」
か
ら
み
て
い
こ
う
。
の「曰秀上’
山」条に引一
識
で
あ
っ
た
。
⑩
嘉
靖
三
年
甲
申
、
曰
秀
上
人
、
為
書
真
言
本
有
素
性
之
阿
字
、
建
即
身
成
仏
之
旨
。
こ
れ
ら
に
よ
る
と
、
曰
秀
が
波
上
権
現
を
再
興
し
、
み
ず
か
ら
彫
刻
し
た
熊
野
権
現
の
本
地
仏
、
阿
弥
陀
・
薬
師
・
観音一一一像を「神宮」に安置したのは嘉靖元年（一五一一二）のことであり、その後の嘉靖三年には海辺
に
営
ん
だ
庵
の
地
に
阿
の
字
を
刻
ん
だ
石
を
建
立
し
、
即
身
成
仏
の
意
を
知
ら
し
め
た
と
す
る
。
右
の
よ
う
な
由
緒
は
、
『旧記』巻七、「寺社」の「波上山三社」と「大曰如来堂」や、『球陽」尚真王四十六年（嘉靖元年）条
の
「
曰
秀
上
人
奉
安
弥
陀
・
薬
師
・
観
音
千
護
国
寺
」
、
尚
貞
壬
二
十
九
年
（
’
六
九
七
）
の
「
移
建
大
曰
石
堂
干
波
上
山
」
条
に
引
き
継
が
れ
て
い
て
、
曰
秀
の
事
蹟
を
尚
真
王
代
の
で
き
ご
と
と
み
る
の
が
地
誌
・
正
史
三
者
に
共
通
の
認
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奉
建
立
熊
野
三
所
大
権
現
御
本
地
三
尊
形
像
。
白
嘉
靖
二
十
一
年
壬
寅
卯
月
吉
祥
曰
、
始
之
。
同
二
十
三
年
甲
辰
十一一月七日｜｜｜仏像、一身一手一刀作奉成就。殊者、国士安穏、万民快楽。別者、’一一世諸仏、’一一
部
界
会
、
一
切
三
宝
、
垂
哀
納
給
。
世
々
生
々
、
仏
法
興
隆
、
化
度
衆
生
、
令
成
就
大
願
給
。
以
此
功
徳
、
普
及
於
一
切
、
我
等
与
衆
生
、
皆
共
成
仏
道
、
曰
本
上
野
国
住
侶
渡
海
行
者
広
大
円
満
無
擬
大
悲
大
願
曰
秀
上
人
随
縁
正
衆
千
松
々
子
大
明
嘉
靖
二
十
三
年
甲
辰
十
二
月
大
吉
曰
敬
白
「
軸
銘
」
は
伊
東
・
鎌
倉
を
は
じ
め
、
多
く
の
研
究
者
が
古
琉
球
時
代
の
事
実
を
伝
え
る
同
時
代
史
料
と
し
て
用
い
（函）
てきたといってよいが、造仏の期間を除いて、その内容自体にはほとんど一一一一巨及された｝」とがない。以
下
で
は
銘
の
作
者
で
あ
る
「
曰
本
上
野
国
住
侶
渡
海
行
者
広
大
円
満
無
擬
大
悲
大
願
曰
秀
上
人
随
縁
正
衆
千
松
々
子
」
に
着
目
し
、
も
う
少
し
内
容
を
考
え
よ
う
。
こ
れ
か
ら
知
り
う
る
の
は
、
第
一
に
、
銘
の
作
者
が
曰
秀
の
「
随
縁
正
衆
」
で
あ
る
「
千
松
々
子
」
の
手
に
な
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。
こ
れ
は
、
言
い
方
を
変
え
れ
ば
、
「
千
松
々
子
」
が
本
地
仏
を
製
作
し
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。
銘
の
作
者
に
つ
い
て
こ
れ
ま
で
と
く
に
言
及
さ
れ
る
こ
と
は
な
く
、
曰
秀
で
あ
る
こ
と
が
自
明
の
よ
う
に
扱
わ
れ
て
き
た
が
、
曰
秀
作
と
い
う
所
伝
に
小
さ
く
な
い
疑
問
を
抱
か
せ
る
も
の
で
あ
る
。
第
二
に
、
少
な
く
と
も
波
上
滞
在
期
の
曰
秀
が
単
独
行
動
を
と
っ
て
い
た
の
で
は
な
く
、
組
織
と
は
い
え
な
い
ま
で
も
あ
る
種
の
集
団
、
「
随
縁
正
衆
」
と
行
動
を
共
に
し
て
い
た
こ
と
、
ま
た
「
千
松
々
子
」
な
ど
「
随
縁
正
衆
」
が
仏
像
の
製
作
に
も
関
与
し
て
い
た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
こ
と
。
第
一
一
一
に
、
「
随
縁
正
衆
」
が
曰
秀
を
上
野
国
出
身
１７補陀落渡海僧曰秀上人と琉球
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（函）
の
補
陀
落
渡
海
行
者
、
「
広
大
円
満
無
擬
大
悲
大
願
」
、
「
上
人
」
し
」
呼
ん
で
い
た
こ
と
が
わ
か
る
が
、
曰
秀
が
そ
の
よ
う
に
呼
ば
せ
て
い
た
可
能
性
も
示
唆
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
重
要
な
情
報
と
い
え
よ
う
。
と
こ
ろ
が
、
「
波
上
権
現
護
国
寺
」
の
項
の
著
者
護
国
寺
現
住
覚
遍
は
、
社
殿
再
興
・
本
尊
造
像
嘉
靖
元
年
説
を
公
的
な
見
解
と
し
て
示
し
、
「
軸
銘
」
は
い
わ
ば
史
料
紹
介
と
し
て
掲
載
す
る
だ
け
で
、
そ
れ
ほ
ど
重
視
し
て
い
な
い
よ
う
に
も
見
え
る
。
さ
ら
に
『
旧
記
』
や
『
球
陽
』
に
な
る
と
、
⑧
「
本
尊
」
と
⑩
「
大
曰
如
来
堂
」
の
内
容
を
踏
襲
す
る
一
方
、
⑨
「
軸
銘
」
を
掲
載
し
な
い
の
で
あ
る
。
内
容
が
重
な
っ
て
い
る
⑦
「
波
上
山
一
一
一
所
権
現
縁
起
」
と
、
曰
秀
上
人
に
関
係
が
な
い
と
さ
れ
る
⑪
「
開
聞
山
正
一
位
権
現
」
を
掲
載
し
な
い
の
は
肯
け
る
が
、
稀
少
な
同
時
代
史
料
と
いうべきこの「軸銘」に一一一一口及しなかったことには留意する必要があろう。
と
こ
ろ
で
、
現
実
に
は
護
国
寺
に
曰
秀
の
製
作
と
そ
の
年
代
を
明
証
す
る
仏
像
が
残
さ
れ
て
い
た
。
’
六
三
一
一
一
年
に
波
上
権
現
の
社
殿
が
炎
上
し
た
際
、
た
ま
た
ま
護
国
寺
に
移
さ
れ
て
難
を
逃
れ
た
曰
秀
作
本
地
仏
で
あ
る
（
前
述
）
。
戦
前
に
護
国
寺
の
仏
像
な
ど
の
調
査
を
行
っ
た
伊
東
と
鎌
倉
は
本
尊
底
部
に
記
さ
れ
た
銘
を
発
見
し
、
紹
介
し
て
い
る
。
奉建立熊野一一一所大権現御本地阿弥陀・薬師・観音各形像。白嘉靖二十一年壬寅四月吉曰始之。同
一一十三年甲辰十一一月吉曰、｜身一刀作之奉成就。
右
意
趣
者
、
奉
為
金
輪
聖
王
天
長
地
久
、
御
願
円
満
、
殊
者
、
両
部
界
会
、
諸
尊
聖
衆
、
一
切
三
宝
、
垂
哀
悪
納
受
給
。
於
世
世
生
生
、
仏
法
興
隆
、
化
度
衆
生
、
令
成
就
所
願
給
、
願
以
此
功
徳
、
普
及
於
一
切
、
我
等
與
衆
生
、
右意趣者、一
受給。於世、
皆共成仏道、
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曰
本
上
野
□
□
□
呂
補
陀
落
渡
海
行
者
上
人
曰
秀
大
明
嘉
靖
二
十
三
年
甲
辰
十
二
月
吉
曰
銘
の
本
文
に
は
「
軸
銘
」
と
同
じ
く
、
曰
秀
に
よ
る
波
上
権
現
本
地
仏
の
造
像
が
尚
清
王
の
治
世
、
嘉
靖
二
十
三
年
で
あ
る
こ
と
が
記
さ
れ
る
。
重
要
な
ち
が
い
は
、
「
補
陀
落
渡
海
行
者
上
人
曰
秀
」
と
あ
る
よ
う
に
、
曰
秀
自
身
が
銘
の
作
者
で
あ
っ
て
、
確
か
に
造
仏
に
か
か
わ
っ
て
い
た
こ
と
が
判
明
す
る
点
で
あ
る
。
曰
秀
自
身
の
手
に
な
る
銘
で
あ
る
こ
と
か
ら
い
く
つ
か
の
興
味
深
い
事
実
が
わ
か
る
。
第
一
に
、
曰
秀
が
上
野
国
出
身であること（最も早い時期の史料）。第一一に、「補陀落渡海行者」と称していたこと。第一一一に、造仏の
意
趣
に
つ
い
て
「
奉
為
金
輪
聖
王
天
長
地
久
、
御
願
円
満
」
と
述
べ
る
こ
と
で
あ
る
。
金
輪
聖
壬
が
尚
清
王
を
指
し
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
り
、
曰
秀
は
尚
清
王
の
天
長
地
久
、
御
願
円
満
を
目
的
の
一
つ
と
し
て
一
身
一
手
一
刀
に
て
本
地
仏
を
刻
ん
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。
「
随
縁
正
衆
」
の
「
千
松
々
子
」
に
よ
る
「
軸
銘
」
が
「
国
土
安
穏
、
万
民
快
楽
」
と
す
る
の
と
対
照
的
で
あ
る
。
こ
れ
は
波
上
に
お
け
る
曰
秀
の
宗
教
活
動
と
王
権
（
第
二
尚
氏
王
朝
）
が
結
び
つ
い
て
い
た
こ
と
、
ま
た
波
上
権
現
護
国
寺
と
第
二
尚
氏
王
朝
と
の
あ
い
だ
に
強
い
関
係
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
さ
て
、
嘉
靖
元
年
造
仏
説
は
あ
ら
た
め
て
指
摘
す
る
ま
で
も
な
く
誤
り
で
あ
る
。
し
か
も
こ
の
誤
り
は
本
尊
の
銘
な
ど
か
ら
誤
り
で
あ
る
こ
と
が
容
易
に
わ
か
る
誤
り
と
い
っ
て
よ
い
。
波
上
権
現
護
国
寺
で
は
曰
秀
の
造
仏
に
つ
い
て
事
実
関
係
を
把
握
し
て
い
た
に
ち
が
い
な
い
と
見
る
の
が
自
然
で
は
な
か
ろ
う
か
。
護
国
寺
覚
遍
の
手
に
な
る
「
波
上
権
現
護
国
寺
」
に
お
い
て
も
、
事
実
で
は
な
い
こ
と
を
十
分
に
承
知
の
上
で
、
尚
真
王
の
時
代
、
嘉
靖
元
年
の
社
殿
再
興
．
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本
尊
造
仏
説
と
尚
清
王
代
の
嘉
靖
二
十
三
年
の
造
仏
を
示
す
「
軸
銘
」
が
併
記
さ
れ
た
と
推
察
さ
れ
る
。
な
ぜ
、
あ
え
て
併
記
す
る
必
要
が
あ
っ
た
の
か
不
明
で
あ
る
が
、
’
六
一
一
一
三
年
に
社
殿
が
焼
失
し
た
た
め
、
仏
像
が
曰
秀
と
の
縁
を
伝
え
る
唯
一
の
遺
物
と
な
り
、
そ
の
こ
と
を
記
録
に
留
め
る
た
め
「
軸
銘
」
を
記
載
す
る
必
要
が
あ
っ
た
と
い
う
推
定
も
あ
り
得
よ
う
。
「
軸
銘
」
を
記
載
し
て
も
社
殿
の
嘉
靖
初
年
再
興
が
否
定
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
と
考
え
た
の
か
も
し
い
ず
れ
に
せ
よ
、
波
上
権
現
護
国
寺
に
と
っ
て
波
上
権
現
の
再
興
は
尚
真
王
の
嘉
靖
元
年
の
ほ
う
が
望
ま
し
い
、
都
合
が
よ
い
と
い
う
状
況
が
あ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
『
由
来
記
』
は
と
く
に
尚
真
王
の
名
を
あ
げ
て
言
及
す
る
こ
と
も
な
く
、
曰
秀
の
個
々
の
事
蹟
を
簡
潔
に
記
載
す
る
に
と
ど
ま
る
が
、
『
旧
記
』
に
な
る
と
、
「
嘉
靖
元
年
壬
午
、
尚
真
王
世
代
」
と
明
言
す
る
よ
う
に
、
尚
真
王
の
時
代
と
い
う
点
が
強
調
さ
れ
、
そ
し
て
前
述
の
よ
う
に
「
波
上
権
現
護
国
寺
」
の
「
附
」
と
し
て
新
た
に
「
曰
秀
上
人
伝
」
が
掲
載
さ
れ
る
。
こ
れ
は
曰
秀
に
対
す
る
評
価
の
上
昇
を
明
確
に
示していて、重要な差異というべきである。優れた真一一一一口僧曰秀と琉球史上もっとも有名な尚真王をあ
る
意
味
で
結
び
付
け
た
こ
と
は
、
大
き
な
宣
伝
効
果
を
も
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
（西）
こ｝」で、高僧の伝記の有無に注目して、『由来記』と『旧記』を対比すると、次のようになる。
『
由
来
記
」
尚
真
王
ｌ
芥
隠
１
円
覚
寺
（
禅
宗
寺
院
首
位
、
菩
提
寺
）
創
建
『
旧
記
』
尚
真
王
ｌ
曰
秀
ｌ
波
上
権
現
（
琉
球
八
社
首
位
、
「
宗
廟
之
霊
社
」
）
再
興
護国寺（真言宗首位、祈願所）
れない。
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こ
こ
で
、
曰
秀
が
琉
球
を
去
っ
た
時
期
に
つ
い
て
私
見
を
示
し
て
お
き
た
い
。
先
に
検
討
し
た
よ
う
に
曰
秀
が
琉
球
・
金
武
に
漂
着
し
た
の
が
嘉
靖
六
年
（
’
五
一
一
七
）
か
ら
嘉
靖
十
三
年
（
’
五
三
四
）
に
至
る
七
年
半
ほ
ど
の
間
（
あ
る
い
は
嘉
靖
七
年
）
、
ま
た
波
上
権
現
護
国
寺
の
本
地
仏
の
造
像
を
終
え
た
の
が
嘉
靖
二
十
三
年
十
二
月
で
あ
る
か
ら
、
お
よ
『由来記』巻十、「諸事旧記」は冒頭から芥隠の名を上げ、尚真造営の大伽藍円覚寺を詳説し、芥隠
の
伝
記
「
開
山
国
師
行
由
記
」
を
掲
載
す
る
。
初
代
尚
円
の
創
建
し
た
天
王
寺
と
、
三
代
尚
真
の
創
建
し
た
円
覚
寺
（
禅
寺最高位にあり、第二尚氏王朝の菩提寺）の開山はいずれも芥隠承琉であり、芥隠はまた王家の信任が厚
（お）
く
、
護
持
僧
の
立
場
に
あ
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
第
二
尚
氏
王
朝
と
禅
宗
寺
院
と
の
強
固
な
関
係
は
、
尚
真
王
と
芥隠・円覚寺より始まるといってよい。『旧記』は真一一一一口宗寺院についても禅宗寺院と同様の由緒があ
ったといいたかったのではないか。すなわち第二尚氏王朝と真言宗寺院との深い関係が尚真王と曰秀・
波
上
権
現
よ
り
始
ま
る
と
主
張
し
よ
う
と
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
背景には琉球王国の宗教社会における「聖家」（真言宗）と「禅家」（禅宗）の対立構造があろう。
禅
宗
に
比
べ
て
王
権
と
の
関
係
が
弱
い
真
言
宗
寺
院
の
中
に
あ
っ
て
そ
の
最
上
位
に
位
置
す
る
護
国
寺
の
立
場
か
ら
す
れ
ば
、
な
る
べ
く
歴
史
や
由
緒
を
古
く
し
、
し
か
も
尚
清
王
よ
り
も
、
高
名
な
尚
真
王
の
時
代
に
王
権
と
の
関
係
が
あ
っ
た
と
す
る
ほ
う
が
さ
ら
に
よ
か
っ
た
に
ち
が
い
な
い
。
そ
う
し
た
真
言
宗
の
強
化
を
は
か
る
意
図
か
ら
、
嘉
靖
元
年
（〃）
や
同
三
年
と
す
る
由
緒
・
縁
起
が
創
り
出
さ
れ
た
と
い
っ
て
も
誤
り
で
は
あ
る
ま
い
。
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（羽）
早い時期にロ］秀の在琉年代を検討したのは、伊東・鎌倉である。両人はまず『旧記』「曰秀上人伝」
の
「
上
人
留
在
波
上
、
已
経
三
年
。
然
後
亦
欲
帰
本
国
而
重
修
仏
閣
伽
藍
之
破
壊
。
遂
辞
国
王
而
帰
」
を
根
拠
に
「
曰
秀在琉一一一年」の説をなすものを批判した。曰秀の在留期間が一一一年を超えることは、「曰秀上人伝」自
体に曰秀が波上に滞在してすでに一一一年が経過したとあるので、自明といってもよいのであるが、伊東・
鎌倉は論拠として、曰秀の事蹟（『由来記』・『旧記』）のなかから、嘉靖十七年（湧田地蔵）、嘉靖十八年
（那覇地蔵）、嘉靖一一十三年（波上権現本地仏軸銘）の年代が記されているものをあげ、「曰秀上人の来琉
を
嘉
靖
十
年
代
と
し
、
約
十
箇
年
こ
夢
に
過
ご
し
た
り
と
考
へ
る
」
と
主
張
し
た
。
こ
の
結
論
は
お
お
む
ね
首
肯
す
べ
き
も
の
の
よ
う
に
み
え
る
が
、
曰
秀
の
事
蹟
で
あ
る
と
の
確
証
を
欠
く
那
覇
・
湧
田
地
蔵
の
銘
に
依
拠
し
て
い
る
こ
と
に疑問があり、また来琉と帰国の時期が明確でない憾みがある。
ところで、先の「曰秀上人伝」引用箇所の要点は、曰秀が波上に滞在してすでに一一一年が経過した、
そ
の
後
曰
本
に
帰
っ
た
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
う
し
た
経
過
を
述
べ
る
の
は
、
薩
隅
に
お
け
る
曰
秀
の
伝
記
、
す
なわち『曰秀上人縁起」・「開山曰秀上人行状記」・「曰秀上人伝記」（『三国名勝図会』）も同じであるから、
（西）
これは共通の伝承し」いうことができよう。ただ、徐葆光『中山伝信録』のみ「曰秀上人波上に住まう
か
え
（釦）
こと｜一一年、のち北山に回る」し」記す。波上から北山（おそらく金武の観音寺）に帰ったというのであり、
え
て
お
き
た
い
。
そ
十
数
年
間
琉
球
に
滞
在
し
た
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
を
踏
ま
え
て
曰
秀
が
い
つ
琉
球
を
去
り
、
薩
摩
に
渡
っ
た
か
を
考
皿
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そ
の
後
曰
本
に
渡
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
ど
の
伝
記
も
船
出
の
港
や
年
月
を
記
さ
な
い
が
、
曰
秀
の
帰
国
は
波
上
権
現
の
再
興
後
ま
も
な
い
こ
ろ
、
嘉
靖
二
十
四
年
（
’
五
四
五
）
こ
ろ
の
で
き
ご
と
と
推
定
で
き
る
。
薩
摩
に
お
け
る
事
蹟
か
ら
帰
国
時
期
の
下
限
を
推
定
し
て
み
よ
う
。
「
三
国
名
勝
図
会
』
巻
六
「
行
屋
観
音
堂
」
の
項
に
「
天
文
弘
治
の
際
、
真
言
僧
曰
秀
上
人
、
本
藩
に
来
り
」
と
あ
っ
て
、
編
者
が
曰
秀
の
薩
摩
坊
津
着
を
天
文
二
十
四
年
Ⅱ
弘
治
元
年
（
十
月
改
元
、
一
五
五
五
）
前
後
と
考
え
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
し
か
し
、
宮
下
満
郎
の
紹
介
し
た
史
料
「
曰
新
公
御
譜
中
」
に
よ
っ
て
、
す
で
に
曰
秀
が
天
文
二
十
一
年
（
’
五
五
一
一
）
十
月
に
薩
摩
坊
津
一
乗
院
の
多
宝
塔
の
造
営
に
着
手
し
て
い
た
こ
と
、
ま
た
「
殿
堂
閣
舎
、
補
已
破
、
興
未
足
、
以
琉
球
國
之
珍
材
」
と
あ
る
よ
う
に
、
（訓）
そ
の
前
か
ら
一
乗
院
全
体
の
復
興
を
行
っ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
波
上
権
現
の
再
興
に
一
二
年
、
｜
乗
院
多
宝
塔
の
造
営
に
も
三
年
を
費
や
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
「
殿
堂
閣
舎
」
の
復
興
事
業
に
仮
に
一
一
一
年
を
要
し
た
と
す
る
と
、
坊
津
へ
の
船
出
は
一
五
四
五
年
（
嘉
靖
二
十
四
）
か
ら
一
五
四
九
年
（
天
文
十
八
）
の
問
、
お
よ
そ
五
年
ほ
ど
の
間
に
限
定
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
さ
ら
に
坊
津
の
人
々
や
一
乗
院
の
僧
侶
が
曰
秀
上
人
を
信
仰
す
る
に
至
る
期
間
と
し
て
数
年
、
ま
た
一
乗
院
全
体
の
復
興
に
至
る
準
備
（
勧
進
）
の
期
間
と
し
て
数
年
を
考
慮
す
る
必
要
も
あ
ろ
う
。
推
測
を
重
ね
て
い
る
が
、
曰
秀
は
一
五
四
五
年
（
嘉
靖
二
十
四
）
か
ら
さ
ほ
ど
ま
も
な
い
こ
ろ
に
坊
津
へ
渡
っ
た
と
み
て
大
き
な
誤
算
は
な
い
。
以
上
の
よ
う
に
、
曰
秀
上
人
の
琉
球
滞
在
は
、
’
五
一
一
七
年
（
嘉
靖
六
）
～
一
五
一
一
一
四
年
（
嘉
靖
十
三
）
こ
ろ
（
あ
る
い
は
一
五
二
八
年
）
に
始
ま
り
、
一
五
四
五
年
（
嘉
靖
二
十
四
）
こ
ろ
に
終
わ
っ
た
。
滞
在
期
間
は
十
数
年
間
（
あ
る
い
は
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那
覇
に
お
け
る
曰
秀
の
事
蹟
に
つ
い
て
、
『
由
来
記
』
巻
八
、
「
那
覇
由
来
記
」
と
、
そ
の
典
拠
資
料
と
さ
れ
る
『
那
（犯）
覇
由
来
記
』
を
比
べ
る
と
、
③
は
事
実
を
事
実
、
②
や
④
、
⑤
、
⑥
は
伝
承
を
伝
承
と
し
て
踏
襲
し
、
表
記
の
変
更
を
別
に
す
る
と
、
記
載
内
容
を
お
お
よ
そ
そ
の
ま
ま
受
け
継
い
で
い
る
。
た
だ
一
箇
所
の
例
外
が
①
那
覇
地
蔵
の
記
述
で
（羽）
あり、伝承を事実として取りあげている。
十
八
年
間
）
と
み
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
さ
て
、
琉
球
に
お
け
る
曰
秀
の
活
動
は
、
金
峰
山
三
所
大
権
現
の
本
地
仏
の
造
像
と
社
殿
の
創
建
に
始
ま
り
、
波
上
権
現
の
本
地
仏
の
造
像
と
社
殿
の
再
興
に
終
わ
る
。
在
琉
期
間
中
に
金
武
か
ら
那
覇
、
波
上
に
至
る
地
域
に
お
い
て
宗
教
活
動
を
行
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
『
由
来
記
』
を
も
と
に
曰
秀
の
足
跡
を
た
ど
り
な
が
ら
、
そ
の
事
実
と
伝
承
、
実
像
と
虚
像
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。
前述のように、『由来記』には曰秀関係記事が四巻十七項目にわたって掲載されている（表１１）。
そ
の
な
か
で
曰
秀
の
活
動
に
関
連
す
る
も
の
に
限
っ
て
、
ま
た
金
武
と
波
上
を
除
外
し
て
地
域
別
に
見
る
と
、
那
覇
が
六項目（①．②．③．④．⑤．⑥）、首里の真和志問切が一項目（⑯）、浦添間切が一項目（⑰）となって
し、
る
○ 四日
秀
と
那
覇
・
首
里
・
浦
添
に
お
け
る
事
蹟
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③
西
照
寺
旧
跡
は
、
「
由
来
記
』
巻
八
の
典
拠
資
料
で
あ
る
『
那
覇
由
来
記
』
が
た
だ
一
つ
事
実
と
し
て
記
載
す
る
事
例
で
あ
る
。
『
由
来
記
』
も
ま
た
同
様
に
掲
載
す
る
が
、
注
目
さ
れ
る
の
は
、
碑
文
の
一
部
、
す
な
わ
ち
碑
文
の
末
尾
に
あ
っ
た
「
願
主
」
の
三
名
、
「
前
中
村
柄
親
雲
上
」
・
「
香
手
納
親
雲
上
」
・
「
友
寄
子
親
雲
上
」
を
省
略
し
た
と
い
（別）
う大きな相違である。『由来記」がなぜ願主以下の文一一一一口を掲載しなかったのかはわからないが、③西
照
寺
旧
跡
の
記
述
か
ら
そ
れ
ら
が
削
除
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
地
域
民
衆
の
信
仰
を
背
景
と
し
た
動
き
も
消
え
去
り
、
「
三
公
の
命
」
を
受
け
た
王
府
の
事
業
と
い
う
意
味
合
い
が
よ
り
強
く
な
っ
た
こ
と
は
ま
ち
が
い
な
い
。
事
実
の
一
部
を
記
載
し
な
い
こ
と
に
よ
っ
て
、
地
域
的
な
も
の
か
ら
国
家
的
な
も
の
へ
と
そ
の
意
義
が
大
き
く
膨
ら
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。
『
由
来
記
』
の
記
述
の
仕
方
に
、
あ
る
種
の
意
図
を
感
じ
ざ
る
を
得
な
い
で
あ
ろ
う
。
つぎに『由来記』をもとに、『旧記』、『球陽」の取りあげ方を考えてみよう。『旧記』では、
事
実
↓
事
実
…
…
①
那
覇
地
蔵
、
③
西
照
寺
旧
跡
伝
承
↓
伝
承
：
．
…
②
那
覇
夷
殿
、
④
若
狭
町
地
蔵
伝
承
↓
事
実
：
．
…
⑤
若
狭
町
夷
殿
、
⑥
湧
田
地
蔵
、
⑯
指
帰
橋
北
方
小
岡
碑
文
、
⑰
経
墓
と
整
理
す
る
こ
と
が
で
き
、
ま
た
『
球
陽
」
で
は
、
事
実
↓
事
実
：
．
…
①
那
覇
地
蔵
、
③
西
照
寺
旧
跡
伝
承
↓
伝
承
…
…
な
し
伝
承
↓
事
実
：
：
：
②
那
覇
夷
殿
、
⑤
若
狭
町
夷
殿
、
⑥
湧
田
地
蔵
、
⑯
指
帰
橋
北
方
小
岡
碑
文
、
⑰
経
墓
２５補陀落渡海僧日秀上人と琉球
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傍
点
部
は
、
『
由
来
記
』
の
著
者
が
こ
の
碑
の
由
来
を
改
め
て
考
え
て
み
た
と
き
、
曰
秀
が
琉
球
滞
在
時
に
金
剛
経
を
写
し
て
埋
め
た
の
で
は
な
い
か
と
推
定
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
て
、
こ
れ
は
一
つ
の
憶
測
と
し
て
の
意
味
し
か
な
い
も
の
で
あ
る
。
石
碑
を
建
て
た
の
が
誰
か
は
も
と
も
と
不
明
で
あ
り
、
曰
秀
建
立
と
い
う
伝
え
さ
え
な
か
っ
た
の
が
実情であろう。ところが、『旧記」では、
昔
曰
、
此
地
多
妖
怪
、
時
時
出
来
、
詐
変
状
貌
、
屡
悩
行
路
之
人
、
時
有
曰
秀
上
人
、
写
経
千
小
石
、
蔵
之
干
此
山
、
即
建
碑
石
、
以
圧
之
、
碑
石
有
大
書
、
金
剛
嶺
三
字
。
自
此
而
来
、
妖
怪
不
復
起
、
而
行
旅
之
人
、
亦
楽
往
と
、
曰
秀
の
建
碑
と
し
て
記
さ
れ
、
『
球
陽
」
も
ま
た
こ
れ
を
祖
述
す
る
。
新
た
に
曰
秀
の
事
蹟
が
創
り
だ
さ
れ
た
と
（弱）
し」なる（『球陽』は④若狭町地蔵を取りあげない）。
興
味
深
い
点
は
、
『
旧
記
」
と
『
球
陽
』
が
曰
秀
の
事
蹟
の
ほ
と
ん
ど
を
事
実
と
し
て
語
る
こ
と
で
あ
る
。
伝
承
を
事
実
化
す
る
強
い
傾
向
が
あ
る
と
い
っ
て
も
よ
い
。
伝
承
か
ら
事
実
へ
の
経
過
を
示
す
特
徴
的
な
事
例
は
、
⑰
経
墓
Ⅱ
（弱）
金剛嶺碑の建立である。『由来記』は浦添間切の旧跡し」して次のように記載する（傍点は筆者による）。
浦添ヨリ首里往還ノ大道ノ側、松岳二経墓トテ立レ石。銘書一一金剛嶺卜アリ。俗説二、昔此ノ所、
悪魔時々出現シテ怪事共アリテ、人々通道仕兼タルニョッテ、経ヲ書写為し埋ヨリ、悪魔退、人々
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
 
往還タヤスクシタルトナリ。此籟一一思う一一、曰秀上人当国滞在之時、金剛経書写シ玉ヒテ為腔被
山、即建帝
還之安芙、
●
●
 
』埋歎。
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い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
『
由
来
記
」
が
曰
秀
建
碑
の
推
測
を
掲
載
し
た
こ
と
は
多
大
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
。
と
こ
ろ
で
、
『
由
来
記
」
は
、
同
様
の
目
的
で
建
て
ら
れ
た
⑯
指
帰
橋
北
方
小
岡
碑
文
の
項
で
は
、
「
此
碑
文
者
、
曰
秀上人立レ之也。古老伝云。此辺時々、有一一妖怪気一・犯一一往来人一。是故、曰秀上人立レ之也。以後、
妖怪気止云云」と述べる。「此霜一一思う一一」と注記することもなく、古老の伝えによって梵字一宇を
記
し
た
碑
を
曰
秀
の
建
立
と
し
て
い
る
。
『
由
来
記
』
の
段
階
で
早
く
も
伝
承
が
事
実
と
記
さ
れ
、
曰
秀
の
事
蹟
が
創
（幻）
り
出
さ
れ
て
い
た
と
い
っ
て
よ
い
。
右のように、『由来記』には伝承を事実化する傾向、少なくともその萌芽が認められ（①．⑯．⑰）、
さらに『旧記』と『球陽」になると、曰秀の事蹟のほとんどを事実として語っている。それに加え、地誌・
正史はそれぞれのやり方でより豊かな内容に膨らませようともしている。『由来記』の③西照寺旧跡
や
⑰
経
墓
Ⅱ
金
剛
嶺
碑
の
よ
う
な
事
例
は
、
『
旧
記
」
・
『
球
陽
」
に
も
明
瞭
に
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
『
球
陽
』
で
は
球琉
年代不詳の曰秀の事蹟の多くを尚百三王の時代のできごととして記載し（②．⑤．⑯．⑰）、また③西照比
寺旧跡について『由来記』に「一一一公（’一一司官）の命を受け」とあるを「恭しく欽命を請い」と変えている。紅
また『旧記』では、『由来記」に加えた補足説明が注目される。③西照寺旧跡の項で「四季祈福、以伽海
済群生」と補い、また同じように⑤若狭町夷殿の項で「而為衆生求福焉」、「村人亦発信心」、⑥湧田繩
地蔵の項でも「而為衆生求福焉」と説明を付加している。客観的に事実を述べることが『旧記」の基縦
（犯）
調
と
さ
れ
る
｝
」
と
を
考
え
あ
わ
せ
る
と
、
曰
秀
の
業
績
を
強
調
、
評
価
す
る
こ
う
し
た
補
足
は
、
興
味
深
く
重
要
な
情
”
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報
と
い
っ
て
よ
い
。
あろう（第三章）。
と
こ
ろ
で
、
曰
一
と
こ
ろ
で
、
曰
秀
の
事
蹟
と
い
う
伝
承
が
那
覇
に
い
く
つ
か
あ
っ
た
の
は
確
か
で
あ
り
、
そ
れ
は
曰
秀
の
宗
教
活
動
を
物
語
る
も
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
問
題
と
な
る
の
は
そ
れ
を
傍
証
す
る
よ
う
な
史
料
さ
え
な
い
こ
と
で
あ
る
。
言
い
伝
え
で
は
な
く
、
事
実
と
さ
れ
る
③
曰
秀
作
の
阿
弥
陀
如
来
石
仏
に
つ
い
て
も
な
い
し
、
ま
た
同
時
代
の
史
料
が
掲
載
さ
れ
た
事
蹟
、
す
な
わ
ち
造
仏
を
除
い
た
①
那
覇
地
蔵
、
④
若
狭
町
地
蔵
、
⑥
湧
田
地
蔵
の
三
件
に
も
な
い
。
①
と
⑥
は
広
く
曰
秀
の
事
蹟
と
考
え
ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
が
、
「
由
来
記
』
編
集
の
時
点
で
判
読
し
得
た
石
厨
子
の
銘
は
、
一
紙
半
銭
助
成
輩
、
現
世
安
穏
、
後
生
善
所
、
嘉
靖
十
八
年
己
亥
一
一
月
十
二
曰
敬
白
（
①
）
欽
奉
…
六
道
能
化
地
蔵
菩
薩
…
現
世
安
穏
、
後
生
善
所
、
嘉
靖
十
七
年
戊
戌
三
春
晦
曰
敬
白
（
⑥
）
で
あ
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
曰
本
僧
の
勧
進
と
民
衆
の
寄
進
に
よ
っ
て
地
蔵
・
石
厨
子
が
つ
く
ら
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
も
の
の
、
そ
の
僧
が
曰
秀
か
ど
う
か
は
知
り
得
な
い
。
ま
た
④
若
狭
町
地
蔵
の
場
合
は
、
木
像
の
蓮
台
に
「
舜
姓
普
請
」
と
あ
る
の
で
、
『
由
来
記
」
は
曰
秀
の
建
立
と
の
言
い
伝
え
自
体
に
疑
問
を
示
し
て
い
る
。
那
覇
・
首
里
・
浦
添
に
お
け
る
曰
秀
の
事
蹟
は
い
ず
れ
も
伝
承
に
過
ぎ
な
い
か
ら
、
結
局
、
事
実
と
考
え
て
よ
い
事
蹟
は
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
金
剛
嶺
碑
の
よ
う
に
、
十
八
世
紀
初
頭
ま
で
は
曰
秀
建
碑
伝
説
さ
え
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
に
も
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。
要
す
る
に
、
那
覇
・
首
里
・
浦
添
な
ど
の
地
域
に
お
け
る
い
く
つ
も
の
伝
承
が
、
曰
秀
の
事
蹟
と
し
て
、
そ
れ
も
確
民
衆
の
た
め
と
強
調
す
る
意
図
は
、
お
そ
ら
く
近
世
真
言
宗
寺
院
の
立
場
を
反
映
し
て
い
る
の
で
泥
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曰秀は補陀落渡海を行い琉球に漂着した。琉球における曰秀の活動として確実なものは、金峰山三
所大権現の創建と波上権現の再興のわずか二つに過ぎないが、「琉球第一大霊験」（袋中『琉球神道記』）
となる波上権現の再興、すなわち本地仏の造像と社殿の造営に関わったことは重要な功績というべき
で
あ
ろ
う
。
ま
た
こ
れ
ら
二
つ
の
事
例
の
み
に
よ
っ
て
も
、
曰
秀
が
補
陀
落
渡
海
行
者
、
熊
野
信
仰
を
持
つ
僧
、
遊
行
聖
、
勧
進
聖
、
仏
師
で
あ
っ
た
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
｜
方
、
曰
秀
に
よ
る
と
さ
れ
た
事
蹟
の
多
く
は
、
新
た
に
創
ら
れ
た
も
の
か
、
あ
る
い
は
曰
秀
に
付
会
さ
れ
た
伝
説
で
あ
る
が
、
そ
れ
ら
は
①
那
覇
地
蔵
．
⑥
湧
田
地
蔵
を
除
い
て
、
古
琉
球
の
時
代
の
も
の
か
ど
う
か
も
わ
か
ら
な
い
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
実
際
の
功
績
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
曰
秀
が
ど
の
よ
う
な
活
動
を
し
た
と
考
え
ら
れ
て
い
た
か
と
い
う
点
も
、
当
時
の
社
会
を
う
か
が
わ
せ
、
興
味
深
い
。
曰
秀
に
よ
る
と
さ
れ
た
事
蹟
や
伝
説
、
実
際
に
は
曰
秀
と
関
係
の
な
い
十
七
世
紀
の
伝
説
か
ら
、
中
世
の
社
会
的
。
か
な
事
実
と
し
て
『
由
来
記
』
か
ら
『
旧
記
』
に
語
り
継
が
れ
、
正
史
『
球
陽
』
に
も
史
実
と
し
て
登
場
し
た
。
こ
れ
ら
は
、
曰
秀
の
事
蹟
が
地
誌
・
正
史
に
記
録
さ
れ
た
と
い
う
よ
り
も
、
地
誌
・
正
史
に
掲
載
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
曰
秀
の
史
実
、
伝
説
と
し
て
確
立
、
定
着
し
た
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
お
わ
り
に
２９補陀落渡海僧曰秀上人と琉球
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宗
教
的
状
況
に
つ
い
て
い
く
つ
も
の
推
定
が
な
さ
れ
て
き
た
が
、
そ
れ
に
つ
い
て
は
妥
当
性
を
確
か
め
よ
う
が
な
い
。
た
だ
、
古
琉
球
の
時
代
に
は
「
修
験
的
性
格
を
強
く
持
っ
た
熊
野
系
の
遊
行
聖
」
（
宮
家
準
）
が
き
て
お
り
、
ま
た
隠
遁
僧
や
修
行
僧
が
地
方
に
隠
れ
住
み
、
地
域
の
住
民
と
結
縁
す
る
な
ど
仏
教
の
流
布
に
か
か
わ
っ
て
い
た
（
知
名
定
寛
）
（羽）
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
、
那
覇
地
蔵
や
湧
田
地
蔵
を
建
立
し
た
曰
本
僧
の
よ
う
な
、
名
も
な
い
遊
行
僧
・
隠
遁
僧
・
勧
進
僧
た
ち
の
事
蹟
が
有
名
な
曰
秀
の
も
の
と
し
て
集
約
さ
れ
た
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
。
こ
の
場
合
、
曰
秀
は
固
有
名
詞
で
は
な
く
、
あ
る
遊
行
僧
を
意
味
す
る
た
ん
な
る
普
通
名
詞
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。
古
琉
球
の
曰
秀
の
実
像
は
と
も
か
く
と
し
て
、
近
世
琉
球
社
会
に
お
い
て
、
曰
秀
は
波
上
権
現
護
国
寺
と
尚
真
王
、
薩
摩
藩
と
琉
球
を
結
ぶ
鎖
・
紐
帯
で
あ
っ
た
こ
と
、
そ
れ
と
と
も
に
曰
秀
が
民
衆
を
救
う
仏
教
の
実
践
者
、
そ
の
代
表
と
し
て
の
役
割
を
担
わ
さ
れ
た
こ
と
（
琉
球
仏
教
に
欠
落
していた側面）も重要である。こうした背景のもと、
護国寺ないし真言宗の政治的・社会的・宗教的地位の維持向上を意図した、曰秀顕彰へのさまざまな
動
き
が
、
伝
説
の
収
集
、
評
価
、
創
造
を
も
た
ら
し
、
正
史
と
地
誌
に
結
実
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
（㈹）
曰秀伝説を創った史聿皀と地誌は、近現代の琉球史・地誌の叙述にまで大きな影響を及ぼし、曰秀の
事
蹟
・
伝
承
を
あ
た
か
も
史
実
で
あ
っ
た
か
の
よ
う
に
記
述
す
る
著
書
・
論
文
は
少
な
く
な
い
。
あ
る
意
味
で
現
在
も
（い）
曰
秀
顕
彰
が
行
わ
れ
続
け
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
。
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（
１
）
曰
秀
の
出
自
は
上
野
国
（
琉
球
護
国
寺
本
尊
の
銘
、
薩
摩
一
乗
院
多
宝
塔
五
仏
の
銘
な
ど
）
、
字
は
照
皆
・
照
海
（
根
丼
浄
『
補
陀洛渡海史』、二八五頁）、生没年は「開山日秀上人行状記」（『神社調』「大隅国之部六」、東京大学史料編纂
所蔵）と『’一一国名勝図会』一一一光院の項所収の「曰秀上人伝記」からそれぞれ文亀一一一年（’五○三）、天正三
年
（
一
五
七
五
）
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
る
。
（
２
）
曰
秀
の
伝
記
に
つ
い
て
は
、
藤
浪
三
千
尋
「
旧
三
光
院
（
隼
人
町
）
と
曰
秀
上
人
に
つ
い
て
」
、
『
鹿
児
島
民
俗
』
第
九
二
号
、
一
九
八
八
年
六
月
）
が
『
曰
秀
上
人
縁
起
』
な
ど
を
、
五
味
克
夫
「
坊
津
一
乗
院
関
係
史
料
に
つ
い
て
」
（
「
鹿
児
島
中
世
史
研
究
会
報
」
四
○
号
、
一
九
八
一
年
十
二
月
）
が
「
開
山
曰
秀
上
人
行
状
記
」
を
紹
介
し
た
。
（３）同書、第一一章一一一「曰秀上人の補陀洛渡海」（二一六頁～’’’’一一一頁）は、曰秀についてのもっとも包括的かつ
詳
細
な
著
述
で
あ
る
．
根
井
浄
に
は
最
近
刊
行
さ
れ
た
概
説
書
『
観
音
浄
土
に
船
出
し
た
人
び
と
ｌ
熊
野
と
補
陀
落
渡
海
』
（
吉
川
弘
文
館
、
二
○
○
八
年
）
も
あ
る
。
（
４
）
以
下
、
主
要
な
論
考
と
そ
の
論
点
を
あ
げ
る
が
、
曰
秀
の
活
動
時
期
（
渡
琉
年
代
、
漂
着
地
、
琉
球
滞
在
期
間
）
、
金
武
観
音
寺
と
波
上
権
現
護
国
寺
に
お
け
る
造
仏
に
つ
い
て
は
本
論
中
に
お
い
て
検
討
す
る
。
①
東
恩
納
寛
惇
『
南
島
風
土
記
ｌ
沖
縄
・
奄
美
大
島
地
名
辞
典
Ｉ
』
（
沖
縄
文
化
協
会
・
沖
縄
財
団
、
’
九
五
○
年
）
．
『
大
曰本地名辞書』の一一一項目で曰秀に言及した東恩納寛惇は、『南島風土記』では十一項目で曰秀を取りあげる。
史
料
を
博
捜
し
、
ま
た
曰
秀
に
よ
る
護
国
寺
本
尊
造
仏
の
年
時
を
尚
清
王
代
と
す
る
な
ど
、
妥
当
な
見
方
を
示
し
て
い
る
。
【注】
（１） 
３１補陀落渡海僧曰秀上人と琉球
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②真境名安興・島倉龍治共著『沖縄一千年史』（’九一一一一一年、二五九頁）は、「沖縄に真言を伝へたる曰秀上人」
について、『続曰本高僧伝』巻第一一、「紀州智積院沙門曰秀伝」によって「紀州真言宗智積院の住僧なり。字
は玄紹」とした（この結論は誤り。⑤参照）。
③伊東忠太・鎌倉芳太郎「琉球における曰秀上人造像考」（『芸苑巡礼』第一冊、巧藝社、’九二九年十月）は
最初の専論といえよう。右の真境名説を踏襲しつつ、金武と波上の造仏を論じ、新たに発見した銘文をもと
に護国寺本尊三仏像の嘉靖元年造立説を否定し、嘉靖二十三年造立説を提示した（本稿第三章参照）。造仏
以外の布教活動（「密教流伝」）として『琉球国旧記』・『球陽』などにみえる経墓・大日如来堂・対面石、那
覇と湧田の地蔵をあげる。ついで那覇・湧田の地蔵の厨子の銘から曰秀在琉三年説に疑問を呈し、嘉靖十年
代
の
来
琉
、
そ
し
て
在
琉
約
十
箇
年
と
考
え
る
見
地
（
本
稿
第
三
章
参
照
）
か
ら
、
『
球
陽
』
が
那
覇
夷
堂
の
創
建
を
尚
真
王
代
に
掲
載
す
る
こ
と
に
つ
き
、
尚
清
王
代
に
訂
正
す
べ
き
で
あ
る
と
し
た
。
広
く
用
い
ら
れ
る
『
球
陽
』
に
編
年
上
の
問
題
点
が
あ
る
と
い
う
の
は
重
要
な
指
摘
と
い
え
よ
う
。
伊東・鎌倉の論文は画期的なものであるが、なぜか研究史上これまでまったく参照されず、そのため同じ
議論が繰り返されることになったことが惜しまれる。
④
宮
家
準
「
遊
行
宗
教
者
ｌ
山
伏
の
跡
を
求
め
て
」
（
窪
徳
忠
『
沖
縄
の
外
来
宗
教
ｌ
そ
の
受
容
と
変
容
ｌ
」
、
弘
文
堂
、
’
九
七
八
年
）
は
、
琉
球
に
渡
来
し
て
宗
教
活
動
を
営
ん
で
い
た
と
推
定
で
き
る
修
験
的
性
格
の
遊
行
宗
教
者
と
民
衆
と
の
交
流を、「遊行僧の宗教活動に関して沖縄の人々が語り伝えてきた史話や伝説の中に求めてみる」という新た
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な視点を提示した。「中外経緯伝』の「曰種上人」を紹介し、「曰秀上人とも考えられるが、定かではない」
と
述
べ
る
。
曰
秀
を
「
修
験
的
性
格
を
強
く
持
っ
た
熊
野
系
の
遊
行
聖
」
と
推
定
し
、
「
沖
縄
に
本
格
的
な
密
教
を
も
た
ら
し
たのは曰秀である」という。『琉球国由来記」（以下、『由来記』と略称）により伝承を紹介しつつ、遊行し
た僧侶たちの「修験的な活動が権威づけの為に曰秀に付会されたことは充分推測されよう」とする。『由来記』
の若狭地蔵について「伝説が付会されている」、対面石について「修験と結び付ける話を創作した」とするなど、
『由来記』の曰秀伝を批判的にみている。
⑤島尻勝太郎「護国寺の創建と曰秀上人」（『沖縄大学紀要員第１号、’九八○年三月）、同「曰秀上人の事蹟」（窪
徳忠先生沖縄調査二十年記念論文集刊行記念会『沖縄の宗教と民俗』、第一書房、一九八八年）。論述の充実
し
た
後
者
を
主
に
取
り
扱
う
。
史
上
の
「
曰
秀
」
に
つ
い
て
検
討
し
、
琉
球
や
薩
摩
・
大
隅
に
か
か
わ
る
曰
秀
は
、
『
続
日
本
高
僧
伝
』
の
曰
秀
で
は
な
い
こ
と
（
真
境
名
説
の
否
定
）
、
『
南
跨
紀
考
』
と
『
三
国
名
勝
図
会
』
に
み
ら
れ
る
「
行
動
的
、
行
者
的
な
色
が
濃
厚
」
な
曰
秀
で
あ
る
こ
と
を
示
し
た
。
『
三
国
名
勝
図
会
』
の
曰
秀
の
没
年
一
五
七
七
年
、
七
十
五
歳
か
ら
生
年
を
文
亀
三
年
（
’
五
○
三
）
と
推
定
、
こ
れ
を
軸
と
し
て
曰
秀
の
活
動
を
検
討
し
、
『
由
来
記
』
の
護
国
寺
の
記
事
か
ら
嘉
靖
二
年
に
薩
摩
か
ら
那
覇
に
渡
来
し
、
護
国
寺
を
創
建
、
本
地
仏
を
奉
安
し
た
（
造
仏
を
嘉
靖
元
年
と
す
る
記
事
と
嘉
靖
二
十
三
年
と
す
る
軸
銘
を
無
視
）
。
そ
の
後
金
武
へ
移
り
、
本
地
仏
を
観
音
寺
に
安
置
し
た
と
す
る
。
観
音
寺
創
建
を
『
球
陽
』
が
尚
真
王
四
十
三
年
の
条
の
附
に
置
く
の
を
、
ま
だ
来
島
し
て
い
な
い
と
批
判
す
る
。
『
由
来
記
号
『
球
陽
』
に
よ
っ
て
曰
秀
の
事
蹟
を
列
記
し
、
那
覇
・
湧
田
の
地
蔵
の
厨
子
の
銘
か
ら
在
琉
年
代
を
、
「
嘉
靖
の
初
年
か
ら
十
八
年
ま
で
は
滞
琉
し
、
十
九
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年
か
二
十
年
頃
に
薩
摩
に
渡
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
」
と
推
定
す
る
（
こ
こ
で
も
軸
銘
を
無
視
）
。
概
し
て
、
薩
摩
の
十
九
世
紀
の
編
纂
資
料
『
三
国
名
勝
図
会
』
に
依
拠
し
す
ぎ
て
い
る
感
が
否
め
な
い
。
⑥伊藤聡「渡琉球僧の物語Ｉ特に曰秀上人をめぐって」（「文学』（季刊）第９巻・第３号、一九九八年夏）は、
琉
球
に
お
け
る
密
教
の
伝
播
と
流
布
を
解
明
し
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
伊
東
・
鎌
倉
の
前
掲
論
文
を
見
落
と
し
、
ま
た
島
尻
説
を
そ
の
ま
ま
受
け
継
い
だ
た
め
、
問
題
点
が
少
な
く
な
い
。
興
味
深
く
重
要
な
指
摘
と
し
て
、
「
八
嶋
の
記
」
（
『
慶
長
年
録
』
・
『
慶
長
見
聞
録
案
紙
』
）
の
紹
介
と
詳
細
な
検
討
を
行
い
、
。
曰
種
上
人
」
が
曰
秀
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
が
な
い
」
と
し
た
こ
と
、
ま
た
琉
球
の
密
教
に
つ
い
て
「
坊
津
一
乗
院
を
中
心
と
す
る
密
教
僧
の
間
歌
的
な
渡
来
の
中
で
、
徐
々
に
定
着
し
て
い
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
が
十
七
世
紀
以
降
に
禅
密
二
門
体
制
が
確
立
し
て
い
く
中
で
、
曰
秀
一
人
に
諸
伝
承
が
収
散
・
整
備
さ
れ
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
薩
琉
双
方
で
造
寺
・
造
仏
活
動
を
行
っ
た
彼
の
存
在
は
、
宗
教
的
方
面
に
お
い
て
も
、
琉
球
支
配
を
正
当
化
し
よ
う
と
す
る
薩
摩
側
の
政
策
と
ま
さ
に
合
致
す
る
も
の
で
あ
っ
た
」
な
ど
が
あ
る
。
（
５
）
曰
秀
の
伝
記
、
薩
隅
に
お
け
る
活
動
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
補
陀
落
渡
海
の
勧
進
僧
曰
秀
上
人
の
伝
記
に
つ
い
て
」
弓
建
築
史
学』第五十四号、一一○’○年三月）において検討している。
（
６
）
波
上
権
現
護
国
寺
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
古
琉
球
の
波
上
権
現
護
国
寺
に
つ
い
て
」
（
『
沖
縄
文
化
』
第
一
○
七
号
、
二
○
’
○
年
七
月
）
に
お
い
て
創
建
と
再
建
を
論
じ
て
い
る
。
（７）『由来記』・『旧記」『球陽』の編纂のあり方については、伊波晋猷「琉球国旧記解説」（伊波普猷・東恩納寛
惇
・
横
山
重
編
『
琉
球
史
料
叢
書
第
三
」
、
名
取
書
店
、
’
九
四
○
年
）
、
東
恩
納
寛
惇
「
中
山
世
鑑
・
中
山
世
譜
及
び
球
陽
」
3４ 
Hosei University Repository
（
９
）
『
球
陽
』
に
こ
う
し
た
問
題
点
が
あ
る
こ
と
は
、
田
名
真
之
「
首
里
王
府
の
史
書
編
纂
を
め
ぐ
る
諸
問
題
」
（
『
沖
縄
近
世
史
の
諸
相
』
、
ひ
る
ぎ
社
、
’
九
九
二
年
、
四
四
～
四
七
頁
）
が
指
摘
し
て
い
る
。
（
旧
）
『
由
来
記
」
は
崇
禎
六
年
六
月
焼
失
と
す
る
が
、
そ
の
後
崇
禎
八
年
に
作
ら
れ
た
阿
弥
陀
如
来
の
背
面
の
銘
に
「
崇
禎
六
年
癸
酉
初
冬
廿
一
日
回
禄
」
（
伊
東
忠
太
・
鎌
倉
芳
太
郎
前
掲
論
文
、
注
４
の
③
）
と
あ
り
、
同
時
代
史
料
の
こ
れ
を
採
る
べ
き
で
（伊波普猷・東恩納寛惇・横山重編『琉球史料叢書第五員名取書店、’九四○年）、島尻勝太郎「球陽解説」
（球陽研究会編『球陽』（原文編）、角川書店、’九七四年）、田名真之「史書を編むｌ中山世鑑・中山世譜」、
「首里王府の史書編纂をめぐる諸問題ｌ「球陽」を中心に」（『沖縄近世史の諸相」、ひるぎ社二九九二年）、
波照間永吉「（琉球国由来記）解説」（『定本琉球国由来記』、角川書店、’九九七年）、玉城伸子『由来記』
と
基
礎
資
料
Ｉ
編
集
作
業
の
あ
り
か
た
に
つ
い
て
ｌ
」
（
『
沖
縄
文
化
一
九
三
号
、
二
○
○
二
年
五
月
）
、
島
村
幸
一
「
『
琉
球
国
由
来
記
」
を
読
む
ｌ
『
那
覇
由
来
記
」
と
の
比
較
か
ら
」
（
『
国
文
学
解
釈
と
鑑
賞
』
第
七
一
巻
第
一
○
号
、
二
○
○
六
年
十
月
）
、
呉
海
燕
「
旧
記
」
の
編
纂
特
性
に
つ
い
て
ｌ
『
由
来
記
」
と
の
比
較
を
通
し
て
Ｉ
」
（
『
沖
縄
文
化
』
’
○
｜
弓
二
○
○
六
年
十
一
月
）
が
あ
る
。
（
８
）
察
温
本
『
中
山
世
譜
」
の
引
用
は
、
沖
縄
県
教
育
庁
文
化
課
編
『
察
温
中
山
世
譜
」
（
沖
縄
県
教
育
委
員
会
、
’
九
八
六
年
）
（
ｕ
）
原
田
萬
雄
「
琉
球
を
守
護
す
る
神
」
（
『
琉
球
を
守
護
す
る
神
】
椿
樹
書
林
、
二
○
○
三
年
）
。
あろう。
による。
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／￣、／￣、／￣、〆~、
１５１４１３１２ 
、－〆ミー〆、､／、＝〆
〆￣、／■、
１８１７ 
、‐〆、､ン
（焔）
『旧記』の「曰秀上人伝」に「円團其石、永存遺跡、往来此路者、不敢入其團」とある。
東
恩
納
寛
惇
『
南
島
風
土
記
』
は
、
伝
説
を
記
す
一
方
、
諸
方
に
存
在
す
る
一
里
塚
の
一
つ
と
み
て
い
る
。
『旧記』とこれに拠った『球陽』が阿弥陀如来の五文字を石に刻んだとするのは誤りである。
『由来記』所収の碑文は次の通りである。
夫以、阿弥陀如来者、司二於干西方一、構一一九品浄土一、救二穣士之群迷一、示二於干抜苦与楽之正路一・導二
即身成仏本一・故、曰秀上人、刻二尊像於石一、経二営小堂於辻村一、安二置之一。錐し然至レ今、俗家如二魚鱗一連、
又在二道路傍一、恐レ有二塵積一。是故、受二一一一公命一、於二干斯地一崇二敬之一。扣二十方檀門一、建二立道場一、温レ故、
惟レ新、廟堂巍々乎奮、神威赫々号如レ在。仰願一切衆生、二世安楽、可下令二所願成就一給上故也。
大
清
康
煕
十
三
年
甲
寅
八
月
吉
日海蔵
院
開
山
当
住
有
盛
この海蔵院碑は現存しないが、『金石文ｌ歴史資料調査報告書Ｖｌ』（沖縄県教育委員会、一九八五年、二
三九頁）に台湾大学所蔵拓本による翻刻が掲載されている。同書は碑の年紀を「康煕十二年甲丑」とするが、
康煕十一一年は甲丑ではなく、癸丑である。本論文では、『由来記」や『那覇由来記』の「康煕十三年甲寅」
に
し
た
が
う
。
な
お
、
こ
の
ほ
か
に
も
読
み
の
異
同
は
少
な
く
な
い
。
『由来記』巻十一、「東松山大日寺」の項。
曰秀が建立した三光院に「乾隆辛卯、定、中山向」の銘のある円相の額が残っている（藤浪三千尋前掲論文、
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／白、／声、
２０１９ 
、=〆、-〆
／白、／■、／＝、／￣､／酉、
２５２４２３２２２１ 
里=〆、､〆、.ンミーン、＝〆
陳
侃
『
使
琉
球
録
』
嘉
靖
十
三
年
七
月
二
曰
条
。
日秀の漂着年について、『曰秀上人縁起』が「永禄元亀閤歎」、「開山曰秀上人行状記」が「永禄初元戌午」と、
と
も
に
誤
り
記
し
て
い
る
。
両
者
の
依
拠
し
た
典
拠
資
料
に
は
「
享
禄
元
年
」
と
あ
っ
た
が
、
破
損
・
汚
損
な
ど
の
た
め
判
読
が
困
難
な
状
態
に
な
っ
て
い
た
た
め
か
、
「
行
状
記
」
の
著
者
は
永
禄
元
年
と
読
み
、
正
親
町
天
皇
の
即
位
を
う
け
て
の
改
元
なので、「初一元」とし、また『縁起』の著者は永禄元亀と読んだという憶測を試みた（前掲拙論、注５）。
田
名
真
之
「
史
書
を
編
む
ｌ
中
山
世
鑑
・
中
山
世
譜
」
（
田
名
真
之
前
掲
書
所
収
、
注
９
）
’
五
頁
。
田名真之前掲論文（注９）。
島
尻
勝
太
郎
の
護
国
寺
の
創
建
、
本
地
仏
の
造
像
の
検
討
は
、
軸
銘
を
無
視
し
て
い
る
。
これが曰秀の呼称であることは、根井浄「補陀洛渡海史』、二七八～一一八五頁。
『
由
来
記
』
に
は
一
六
○
九
年
の
薩
摩
侵
略
に
際
し
て
尚
寧
王
に
随
行
し
薩
摩
に
渡
っ
た
恩
叔
宗
沢
（
報
恩
寺
・
円
覚
寺
住
持
）
の
伝
も
あ
る
が
、
時
代
も
事
蹟
も
異
な
る
の
で
取
り
あ
げ
な
い
。
注２）。’七七一年にこれを書いた中山の向とは、『三国名勝図会』によると「向越中」のことという。王家
一
族
と
三
光
院
の
関
係
は
十
八
世
紀
の
終
わ
り
頃
に
も
続
い
て
い
た
ら
し
い
。
琉
球
家
譜
に
は
「
向
越
中
」
と
名
乗
る
人
物
は
みられないが、「向執中」の誤りとするなら、伊江家八世朝藩（伊江按司、唐名向越中、’七四○～一八○一）
を
比
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
彼
が
薩
摩
に
赴
い
た
の
は
「
乾
隆
辛
卯
」
の
一
年
前
、
乾
隆
三
十
五
年
庚
寅
で
あ
り
、
ず
れがある。
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（恥）小島瑠禮「芥隠承琉伝」、島尻勝太郎・嘉手納宗徳・渡口眞清三先生古希記念論集刊行会編『球陽論叢』、ひ
るぎ社、’九八六年。
（刀）知名定寛は、『由来記』の神徳寺の条を引き、「糸蒲の寺院を真言宗と推定し、その本尊が首里城に飛来、や
が
て
神
徳
寺
本
尊
と
な
り
、
つ
い
に
は
真
言
宗
寺
格
第
一
の
護
国
寺
に
安
置
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
経
緯
は
、
禅
宗
に
比
し
て
王
国
と
の
結
合
関
係
に
遅
れ
を
と
っ
て
い
た
真
言
宗
側
が
、
王
国
と
の
関
係
強
化
あ
る
い
は
正
当
化
を
歴
史
的
に
遡
っ
て主張しようとする意図が反映されているようにも理解できる」と述べている（「旧記』が創った寺」、『が
じゅまる通信』四一号、原田萬雄『訳注琉球国旧記』、椿樹書林、二○○五年、所収）。
（羽）伊東忠太・鎌倉芳太郎前掲論文（注４の③）。
（羽）「開山曰秀上人行状記」のみ三年ではなく、「秀不能固辞、留滞三十年」とある。伊東・鎌倉以後の通説的・
常
識
的
な
説
か
ら
懸
け
離
れ
た
年
数
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
た
ん
な
る
誤
写
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
内
容
の
問
題
と
は
な
ら
な
い
と
考
え
る
。
仮
に
誤
写
で
は
な
い
と
し
て
も
、
曰
秀
が
人
を
殺
め
た
一
五
二
一
年
と
一
乗
院
多
宝
塔
着
工
の
一
五
五
二
年
の
あ
いだに合理的に収まるとは考えられない。殺人事件の年代は、「開山曰秀上人行状記」の天正三年（一五七五）
入定の年齢七十三歳、『三国名勝図会』の「曰秀上人伝記」の没年齢、天正五年（一五七七）、七十五歳から
算出したものであり、誤りの可能性がないとはいえない。しかし、この没年情報を誤りとして捨てるよりも、
も
と
も
と
誤
字
脱
文
の
多
い
「
行
状
記
」
の
誤
写
と
推
定
し
、
他
と
同
じ
よ
う
に
波
上
滞
在
三
年
と
考
え
る
方
が
、
史
料
評
価
の
上
で
も
妥
当
性
が
高
い
と
考
え
る
。
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（羽）『那覇由来記』では「地蔵菩薩の縁起を尋るに曰秀上人の立給ひけると」とあり、「云伝り」を省略した表現
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
、
『
由
来
記
』
で
は
「
此
地
蔵
菩
薩
ノ
開
基
々
倭
国
ノ
人
、
曰
秀
上
人
、
建
立
ナ
リ
」
と
事
実
と
し
て
記
述
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
地
蔵
の
木
像
六
体
を
納
め
た
六
角
の
石
厨
子
に
銘
が
あ
っ
た
か
ら
な
の
か
も
し
れ
な
い
が、同じ状況の⑥湧田地蔵では、「是モ曰秀ノ建立トゾ」と述べている。
（弧）注旧および注旧参照。
（
羽
）
④
「
若
狭
町
地
蔵
」
に
つ
い
て
は
『
由
来
記
」
と
『
旧
記
』
が
と
も
に
曰
秀
の
建
立
と
の
伝
承
に
疑
問
を
呈
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
言
い
伝
え
は
残
る
の
で
あ
る
が
、
地
蔵
像
の
台
座
に
「
舜
姓
普
請
」
あ
る
い
は
「
舜
氏
普
請
」
の
文
字
が
あ
る
こ
と
に
よ
るものであり、『由来記』は「如何成ユヘニヤ、知人ナシ」と述べ、『旧記』は「二説不合、不知執是」、す
な
わ
ち
ど
ち
ら
が
正
し
い
か
わ
か
ら
な
い
と
す
る
。
こ
の
よ
う
な
場
合
、
曰
秀
の
活
動
と
し
て
事
実
化
し
う
る
可
能
性
は
乏
し
く
、
『
球
陽
』
が
「
若
狭
町
地
蔵
」
を
記
載
し
な
い
の
は
こ
の
た
め
で
は
な
い
か
。
〆￣、／－，
３１３０ 
、＝〆、-〆
（
犯
）
那
覇
市
市
民
文
化
部
歴
史
資
料
室
編
『
那
覇
市
史
資
料
編
第
１
巻
Ⅲ
近
世
資
料
補
遺
・
雑
纂
』
（
那
覇
市
役
所
、
二
○
○
四
年
）
徐葆光「中山伝信録』巻四の「琉球地図」、「曰秀上人住波上三年後回北山」。
宮下満郎「薩隅の補陀落信仰小考」（「鹿児島中世史研究会報」四○号、一九八一年十二月）は、『神社調
薩摩国之部九』二乗院」「曰新公御譜中」天文二十四年（’五五五）条（『鹿児島県史料旧記雑録後編１』）
所収。
を掲載する。
３９補陀落渡海僧曰秀上人と琉球
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（犯）
（虹）｜例を挙げると、『沖縄県の地名』（平凡社、二○○二年）は、『由来記』があげる事例のほかに、嘉手苅観音堂（う
る
ま
市
指
定
文
化
財
）
に
つ
い
て
「
曰
秀
が
伊
波
按
司
に
勧
め
て
建
立
さ
せ
た
と
い
う
」
と
掲
載
し
、
ま
た
読
谷
村
渡
具
知
の
項
に
は
「
比
謝
川
河
口
断
崖
上
に
は
胎
蔵
界
大
日
如
来
の
真
言
ア
ビ
ラ
ウ
ン
ケ
ン
を
刻
ん
だ
梵
字
碑
が
あ
り
、
十
六
世
紀
前
半
の
曰
秀
の
関
係
者
に
よ
る
建
立
で
は
な
い
か
と
さ
れ
る
」
と
伝
承
を
伝
え
る
。
/￣、／■、／＝、／￣、
４０３９３８３７ 
、-〆、-〆辿一〆、."
前掲『金石文』（二一一｜頁、注旧）によると、浦添市字経塚に現存、年代は不明とし、『球陽』の伝承を載せる。
金
剛
経
を
小
石
に
書
写
し
て
埋
め
、
経
塚
碑
を
建
て
た
例
と
し
て
金
剛
山
碑
（
国
頭
村
字
奥
問
、
’
七
○
六
年
）
と
金
剛
尊
経
碑（伊江村字東江上、’七七四年）、『球陽』の真和志郡松川邑の梵字碑（⑯指帰橋北方小岡碑文）をあげる。
また、多田孝正「浦添経塚について」（『沖縄県歴史の道調査報告書Ｉ国頭・中頭方西海道（１）・弁ヶ嶽参
詣
道
ｌ
』
「
第
六
章
道
と
仏
教
関
係
遺
跡
」
、
沖
縄
県
教
育
委
員
会
、
’
九
八
五
年
三
月
）
は
経
塚
、
金
剛
の
意
味
に
つ
い
て
重
要
な
指
摘
が
あ
る
。
国頭村字奥間の経塚についても曰秀伝説が付会されているという（多田孝正前掲論文、注記）。
呉
海
燕
、
前
掲
論
文
（
注
７
）
。
多田孝正前掲論文（注弱）、知名定寛前掲論文（注刀）。
例えば、東恩納寛惇『南島風土記』は、久茂地の「才神」ではこの道祖神が「曰秀上人の勧請と思はれる」とし、
ま
た
「
長
寿
寺
」
で
は
本
尊
の
薬
師
如
来
を
「
曰
秀
上
人
の
奉
斎
で
は
な
い
か
」
と
す
る
な
ど
、
新
た
に
事
蹟
を
指
摘
・
追
加
また「長一
している。
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